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大阪市こども青少年局 大阪市保育 ・幼児教育センターでは、平成 30 年度

から「保幼こ小連携・接続推進事業（大阪市）」に取り組み、令和７年度で 

８年目となりました。この事業では、小学校を核とした「連携・接続」の 

進め方、あり方の研究に取り組んできました。第１期から第４期の 12 研究 

ブロックでは、それぞれの状況に合わせた 「連携 ・接続」の実践研究の成果を

発信しました。 

文部科学省においては、「幼保小の架け橋プログラム」の取組を推進してお

り、このような国の動向も鑑み、 「保幼こ小連携 ・接続推進事業 （大阪市）」の

成果を盛り込んだ架け橋期のカリキュラム実践ハンドブックを作成しました。

就学前教育 ・保育施設 （以下、「就学前施設」と言う）から小学校へとつなが

る 【架け橋期】と言われるこの時期には、子どもたちが新しい環境で社会的な

関係を築き始めます。就学前施設と小学校においては、この架け橋期の円滑な

連携 ・接続をより一層高めることが求められています。乳幼児期及び学童期の

子どもそれぞれの発達の段階を踏まえ、一人一人の多様性や０歳から 18 歳の

学びの連続性を大切にし、教育 ・保育内容や援助、支援、指導方法を工夫する

ことが重要です。就学前施設同士も、就学前施設と小学校も、互いの教育・ 

保育を知り、円滑な連携 ・接続ができれば、これまでも各校園所で進めている、

一人一人の子どもを大切にした教育・保育が充実していくと考えます。 

 子どもを取り巻く全ての大人が連携し、日々の子どもの育ちを喜び合う 

ことで、子どもたち、保護者、就学前施設や小学校の教職員の 

ウェルビーイングが実現できるのではないかと 

期待しています。 
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STEP１ 就学前教育・保育と小学校教育の連携は大切！ 

 

就学前教育・保育と小学校教育の連携・接続とは 

 

就学前教育・保育は、生涯にわたる自己実現の基礎となる力を身に付けるものであるとともに、

社会の一員として生きていくための資質や能力の基礎を培う重要なものです。幼児期に培われた 

資質 ・能力が、特に小学校での生活や学習に深くつながるため、小学校教育への円滑な接続が求め

られています。幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領では、

「生きる力の基礎」を育むために、３つの 「育みたい資質 ・能力」を挙げ、小学校以降の教育へつ

ないでいます。 

「育みたい資質・能力」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方で、小学校学習指導要領では、 「育成すべき資質 ・能力」として定められた考え方が示されて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びに向かう力、人間性等 

心情、意欲、態度が育つ中で、 

よりよい生活を営もうとする。 

思考力、判断力、表現力等の基礎 

気付いたことや、できるように

なったことなどを使い、考えた

り、試したり、工夫したり、表

現したりする。 

知識及び技能の基礎 

豊かな体験を通じて、感じたり、 

気付いたり、分かったり、できる 

ようになったりする。 
遊びを通しての 

総合的な指導 
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また、幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領の「育みた

い資質・能力」が育まれている具体的な姿として「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が示

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校への円滑な接続を図るため、就学前施設と小学校の教職員が双方の独自性を理解し、尊

重しながら、 「育みたい資質 ・能力」の重要性を認識し、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を通して子どもたちの育ちを共有し、それぞれの校園所の教育・保育を充実させることが大切で

す。そして、就学前施設と小学校の生活や遊び、学びが充実することで、子どもたちの満足感や

自己肯定感が高まります。とりわけ、就学前の子どもたちにとっては、この満足感や自己肯定感

の高まりの中で、小学校との交流活動を行うことにより、「小学校生活へのイメージ」や 「あこが

れ」をもつことができ、「小学校生活への安心感」も高まります。これらの心情、意欲、態度を育 

むことが、小学校教育への円滑な接続につながっていくと考えます。                   

現在、幼児が通う就学前施設の種別形態は様々であり、また、学校選択制の導入等により、一

つの小学校に多くの就学前施設から子どもたちが入学するようになりました。このような状況に

加えて、小学校では多様な子どもたちを受け入れるため、一人一人に添った取組を行っているこ

とと思います。 

それでは、実際に行われている具体的な取組について、振り返ってみましょう。 

 

 

 

 

 
健康な 

心と体 
    自立心 協同性 

道徳性・

規範意識

の芽生え 

社会生活 
との関わり 

 思考力の

芽生え  
自然との

関わり・

生命尊重 
 

数量や図形、 
標識や文字 
などへの関心・

感覚 

 言葉による

伝え合い 
 豊かな感性

と表現 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 
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〈５歳児と小学生のいろいろな交流や生活科の授業の工夫〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈入学当初の小学校教職員の取組〉 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

就学前施設と小学校の教職員が一緒に子どもの学びを考えることが、互いの教育・保育の充実

につながります。５歳児から小学１年生の時期である「架け橋期」に、すでに、その時期の子ど

もの育ちに合った取組を実践されているのではないでしょうか。それが「架け橋プログラム」に 

つながっていくと考えます。 

次の STEP２では「架け橋プログラム」について、考えてみましょう。 

近隣の就学前施設と

引継ぎをする 

就学前施設の保育を参観したり、就学前施設の教職員と幼児の

育ちについて話をしたりする 

入学式の内容を工夫

する 

１年生が興味をもてるような入学式の内容を考える 

１年生に分かりやすく伝達することを意識する 

授業の打合せをする 学年での打合せを行い、１年生の実態に合わせた授業を考える 

指導の工夫を考える 興味をもてるように授業内容を工夫する（週案・指導案） 

～例えばこのような交流をしていませんか～

 

     校庭で一緒に遊ぼう！ 

 一緒に近隣公園の芝生広場
で遊ぶ 生活科の学習 

Teams を使った交流 

 

一緒に色水遊び 

グループになって「秋見つけ」 

 ふれあい遊び 

進めてみよう 

振り返ってみよう 
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次のページでは、就学前施設と小学校のカリキュラムを見合わせて、どのようなつながりがある

のかを考えてみましょう。 

 

「架け橋期」(５歳児から小学校１年生までの２年間)の教育の充実を図るため、幼保小

の先生はもとより、保護者や地域住民等の子どもに関わる大人が立場の違いを越えて自

分事として連携・協働し、子ども一人一人の多様性に配慮した上で、全ての子どもに学

びや生活の基盤を育むことを目指す取組 

幼保小の架け橋プログラム 

小学校へ入学した子どもが、 

就学前施設の遊びや生活を 

通した学びと育ちを基礎として 

主体的に自己を発揮し、新しい

学校生活を創り出していくため

のカリキュラム   

就学前施設のカリキュラム 

(５歳児カリキュラム) 

小学校のカリキュラム 

（スタートカリキュラム）

幼保小の先生が、共通の視点をもちながら、相互の教育内容や教育方法の充実を図るため、

協働して作成する「架け橋期」のカリキュラム 

架け橋期のカリキュラム 

文部科学省 

小学校の先取りの教育では 

なく、小学校以降の教育を 

見通しながら、その基盤となる

資質・能力を育成していくこと

を踏まえて教育活動を実施する

ためのカリキュラム 
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架 け 橋

Ⅲ期（９・１０月） Ⅴ期（１・２・３月）

○考えや気持ちを出し合って活動する楽し
さを共有する中で、友達との一体感を味
わう

○友達と共通の目的をもち、活動する中で、達成
感、成就感を味わう

○就学への期待を高めながら残りの園所生活を

楽しむ

○絵本や物語に親しみ、指導者や友達と心

を通わせるとともに言葉に対する感覚を養

う

○いろいろな環境に関わって考えたり学んだり

したことに自信をもつ

○友達のいろいろな考えを知り、共感し

たり受け入れたりしながら、考えを出し合

って遊ぶ

工夫してつくったりしようとする

○友達と共通の目的をもち、考えを出し合った

り話し合ったりして試行錯誤しながら根気よく

活動を進め、充実感や達成感を味わい、就学への

期待をもつ

○いろいろな環境に働きかけ、それらの

特徴を生かして遊びや生活を工夫する

○集団的な活動や運動遊びを通してルール

を守って、友達と力を合わせる楽しさを

味わう

○挑戦したり目標をもったりして、戸外で存分

に体を動かす

○共通の目標に向かって、集団での活動を楽し

み、充実感や達成感を味わう

・相手の気持ちを考え、聞いたり話したりする

ニケーションの大切さに気付くようにする

・絵本や物語を楽しむ中で、友達とイメージを

共有し、豊かな言葉や表現を身に付けられる

ようにする
・生活や活動の中で、文字や数字等に関心がも

・数量の増減に関心が高まるようにする

・日常生活での必要感に基づく体験から、

・広さ、高さ、位置関係、空間等の感覚が養え

捉えて、意識付ける内容を遊びに取り入れる

・友達と共通のイメージをもち、遊びに必要な

いたりつくったりできるよう、適切に助言する

・様々な方法で表現することを楽しめるよう、

・心を動かす出来事に触れ、イメージを豊かに

・お互いによさを認め合い、考えを出し合ったり、れ、試行錯誤したり友達に支えられたり

ながら、やり遂げた達成感が味わえるようにする

・友達と活動する中で、葛藤やつまずきを体験し

・必要なルールを友達と考え合いながら、みんな ・就学への期待を膨らませ、集団生活に必要な

ルールを再確認し、その必要性が分かって守

ろうとする気持ちをもたせる・よいこと、悪いことに気付き、考えて行動でき

・秋から冬の自然に関心をもち、自然の変化に

るようにする

・動植物の生長に触れたり、責任をもって世話

を育む

・一人ひとりが大切な存在であることを伝え、

・ルールのある遊びを友達と工夫し、挑戦する楽

しさを味わえるようにする

・自分の力で行動する充実感を感じられるよう

にする

・体の動きを自分で調整できるようにする

・「早寝、早起き、朝ごはん」の大切さに気付

き、リズムを整えられるようにする
・自分の体の成長を知り、健康な体づくりに

関心が持てるようにする

・自分たちで遊具、用具の準備や片付けをす

ることで、その特徴や安全な使い方に気

付くようにする

・身の回りの安全に関心をもたせ、気を付けて

行動できるようにする

・自分の命を守るために必要な行動を再度知ら

せる

・収穫を通して様々な恵みに感謝の気持ちを
・いろいろな食べ物の役割について関心を深め、

学校給食に期待がもてるようにする

学習活動 ３日目

朝の会

「げんきに

おはよう」

・元気に挨拶をする

・自分の健康状態を伝える

・体を動かしながら歌を歌い、心と体をほぐす

１

生活・国語・図工

「がっこう だいすき

～はるを みつけた～」

・散歩の範囲を校庭に広げ、

見つけた「春」を絵や

言葉で伝える

２

生活・国語

「がっこう だいすき

～がくしゅうえんに

いこう～」

・学校の学習園に行き、春に咲く花や活動

する虫を見つける

３

国語・生活

「ひらがなを

よもう・かこう」

・見つけた春を文字で読む

・机の端に貼ってある自分の名前を見ながら

丁寧に書き写す

４

算数

「ともだち」

「すうじを かこう」

・算数の教科書を見て、具体物を数える

・ノートの使い方が分かる

給食の準備・片付け

・６年生に付き添ってもらい、給食を運ぶ

・配膳する

・食事をする

掃除

・６年生に教えてもらいながら、自分たちで

教室を掃除する

昼休み ・みんなで運動場に出て遊ぶ

５

音楽・学級活動

「がっこう だいすき」

・声を合わせて楽しく歌う

・明日の歌を決め、「明日も

学校へ来たい！」という

気持ちをもつ

下校 １４：３０下校

〇春の訪れや生命の息吹を感
じ、身近な自然や事象に親し
めるようにする

言葉による

伝え合い

自然との
関わり・
生命尊重

協同性

道徳性・

規範意識の

芽生え

豊かな感性

と表現

〇自分の思いをいろいろな言葉に置き換えたり、文字や数字に
関心をもったりして遊ぶ

〇友達と考えや気持ちを出し合って活動し、
一体感を味わって楽しさを共有する

〇探究心、好奇心が高まるように、物の性質や仕組みや自然の変化、現象
等への関心がもてる活動を積極的に取り入れる

〇友達と一緒に表現する充実感
を味わえるようにし、自信や
意欲をもたせて就学への期待
につなげる

〇係や当番活動に進んで取り組み、最後まで責任をもってすることの
必要感に気付くようにする

数や図形、

標識や文字

などへの関

心・感覚

就学前施設でも

季節を感じる体験を

たくさんしました。

広い校庭でも、いろ

いろな発見があり、

見つけたことを友達

とも伝え合います。

「就学前教育カリキュラム」(大阪市)

P72 ５歳児カリキュラム P127 大阪市立小学校スタートカリキュラム(例)より抜粋

就学前施設と小学校のカリキュラムを見合わせて、

どのようなつながりがあるのか、考えてみましょう

スタートカリキュラム

ss 

５歳児カリキュラム

就学前施設のカリキュラム（５歳児カリキュラム）と小学校のカリキュラム　　　（スタートカリキュラム）のつながり

就学前施設では、花

を育てたり、虫を見

つけたりすること

は大好きな活動で

した。小学校には、

校庭にいろいろな

花や木があり、どこ

に虫がいるのか探

すことを楽しみに

しています。

就学前施設で、収穫

した野菜を、野菜ご

とに並べて数の多い

少ないを比較したこ

とが、数字の学習に

つながります。

就学前施設では、ぞうき

んを絞って掃除をする経

験をしました。また、机

や椅子も自分たちで運ん

でいたので、小学校で

も、友達や上級生と一緒

に運んだり並べたりして

います。就学前施設でも

毎日友達と一緒に

歌を歌いました。小

学校で、新しい友達

と知っている歌を

歌うと、楽しい気

持ちになります。
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保幼こ小連携・接続推進事業（大阪市）第１期から第４期の実践研究報告より 
 

保幼こ小連携・接続推進事業（大阪市）第１期から第４期について 

 

研究目的  

・就学前施設 （保育園所、幼稚園、認定こども園）と小学校との連携 ・接続の実践研究を通して、

園所 ・校種別間の理解を深め合い、それぞれの 「ねらい」を踏まえながら、連携 ・接続の一層の

充実を図ることで、小学校教育への移行を円滑にするとともに、子どもの学びを豊かにし、就学

前教育・保育と小学校教育の質の向上を図ります。 

・就学前施設と小学校がそれぞれの役割と責任を果たすとともに、子どもの発達や学びの連続性 ・

一貫性を確保し、子どもに対して体系的な教育 ・保育を組織的に行うための 「連携 ・接続」の進

め方とあり方を研究します。 

連携・接続の現状  

一つの小学校の周りには、公立幼稚園や公立保育所が必ずしも隣接しているとは限らず、その

多くは私立幼稚園、私立保育所、認定こども園等が複数隣接しています。近くに隣接する就学前施

設がない小学校もあります。また、子ども同士の交流会を実施するには、距離的に行き帰りの安全

面に課題等もあります。 

このような現状の中、研究期間２年間の当事業において、４期に渡って研究を進めてきました。 

１期から４期までの取組内容については、当センターホームページに掲載して 

いますので、ぜひご覧ください。 

大阪市：保幼こ小連携・接続推進事業 （…>サポート・施設・コミュニティ>施設） 

 

 

保幼こ小連携 ・接続推進事業では、教職員が互いに教育 ・保育を理解し合うことから始めていま

す。P.11、12 に、就学前施設と小学校では同じ時期にどのような活動をしているかを照らし合わ

せながら、教職員が話し合いを行って作成した架け橋プログラムを掲載しています。取組の参考

事例としてご覧ください。 

就学前施設において接続期のカリキュラムを作成している場合は、近隣の小学校や連携先の小

学校の取組に、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿と関連する事柄を加えてみることで、架け

橋期のカリキュラムとして活用することができます。そして、就学前施設および小学校のカリキ

ュラムを互いに持ち寄り、照らし合わせ、子どもの育ちについて話し合う機会を通じて、それぞれ

の視点を生かしながら、子どもたちの学びをどう捉えていくかを一緒に考えていくことが、架け

橋プログラムの実施になると考えます。 
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・具体的な姿や支援を共有 

・就学前の時期だけでなく、５歳児の保育参観や

連絡会などを通して共有 

・支援を必要とする子どもの学びと支援を確実に

つなぐ 

引継ぎ 

「連携・接続」で大切にしたいこと 

それぞれの研究報告では、「連携・接続」を進めるうえで、大切なこととして、次のような 

意見がありました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次のページには、保幼こ小連携・接続推進事業第３期研究ブロック資料「架け橋プログラム 

事例」を掲載しています。就学前施設と小学校が持ち寄ったカリキュラムを一覧にまとめると 

ともに、小学校の学習の関連等を示し、学びのつながりを知るために活用されたものです。 

・就学前施設と小学校の全教職員が、研修会や

研究発表会に参加 

・施設内研修や合同研修会の実施 

⇒ 「連携 ・接続」の必要性やイメージをもつと、

取組の方向性が見える 

研修 

・相互参観を通して、子どもの姿や育ち、学びを

共有 

・就学前の 「遊び」を通した学びの芽生えと、小

学校の「学習」での自覚的な学びの理解 

⇒互いに声をかけ合って無理のない交流から！ 

教職員の交流 

・互いのねらいを明確に 

・計画の段階で、双方が考えや工夫を出し合う 

 

子ども同士の交流 

・ 「育みたい資質 ・能力」と 「幼児期の終わり

までに育ってほしい姿」を共有 

 

教育課程をつなぐ 
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・
安

全
啓

発

・
鬼

の
お

面
作

り

・
ひ

な
ま

つ
り

・
お

別
れ

会

・
お

別
れ

遠
足

（
レ

ゴ
ラ

ン
ド

）

・
卒

園
式

・
ひ

な
人

形
作

り

・
友

達
と

意
見

を
出

し
合

っ
て

話
を

考
え

て
い

き
イ

メ
ー

ジ
を

共
有

し
、

役
に

な
り

き
っ

て
劇

遊
び

を
楽

し
む

【
協

同
性

】
【

思
考

力
の

芽
生

え
】

【
言

葉
に

よ
る

伝
え

合
い

】
【

豊
か

な
感

性
と

表
現

】
・

行
事

の
意

味
を

知
り

、
友

達
と

楽
し

さ
を

共
有

す
る

【
思

考
力

の
芽

生
え

】
【

豊
か

な
感

性
と

表
現

】

・
い

ろ
い

ろ
な

楽
器

を
試

し
て

、
音

の
違

い
を

感
じ

た
り

、
鳴

ら
し

方
を

工
夫

し
た

り
す

る
【

思
考

力
の

芽
生

え
】

【
豊

か
な

感
性

と
表

現
】

・
友

達
と

歌
声

や
楽

器
の

リ
ズ

ム
を

合
わ

せ
る

心
地

よ
さ

を
味

わ
う

【
協

同
性

】
【

思
考

力
の

芽
生

え
】

【
豊

か
な

感
性

と
表

現
】

・
安

全
な

道
具

の
扱

い
方

を
知

り
、

素
材

の
特

徴
に

気
付

き
、

道
具

を
使

い
分

け
よ

う
と

す
る

【
自

立
心

】
【

思
考

力
の

芽
生

え
】

【
豊

か
な

感
性

と
表

現
】

・
自

然
の

変
化

に
関

心
を

も
ち

、
遊

び
に

取
り

入
れ

、
調

べ
た

り
試

し
た

り
す

る
【

思
考

力
の

芽
生

え
】

【
自

然
と

の
関

わ
り

・
生

命
尊

重
】

【
豊

か
な

感
性

と
表

現
】

・
年

長
に

な
っ

た
こ

と
を

喜
び

、
自

覚
や

期
待

を
も

つ
【

健
康

な
心

と
体

】
【

自
立

心
】

【
道

徳
性

・
規

範
意

識
の

芽
生

え
】

育 ち つ つ あ る 資 質 と 能 力

・
集

め
た

り
、

並
べ

た
り

、
分

類
し

た
り

す
る

中
で

、
数

量
、

形
等

に
興

味
を

も
つ

【
数

量
や

図
形

・
標

識
や

文
字

な
ど

へ
の

関
心

・
感

覚
】

・
友

達
と

役
割

を
分

担
し

な
が

ら
、

一
つ

の
事

を
や

り
遂

げ
る

充
実

感
を

味
わ

う
【

協
同

性
】

【
思

考
力

の
芽

生
え

】
【

言
葉

に
よ

る
伝

え
合

い
】

・
伝

統
行

事
の

意
味

を
知

り
、

身
近

な
素

材
を

使
っ

て
七

夕
飾

り
作

り
を

楽
し

む
【

思
考

力
の

芽
生

え
】

【
数

量
や

図
形

・
標

識
や

文
字

な
ど

へ
の

関
心

・
感

覚
】

【
豊

か
な

感
性

と
表

現
】

・
試

行
錯

誤
し

た
り

、
友

達
と

意
見

を
出

し
合

っ
て

活
動

を
進

め
よ

う
と

す
る

【
思

考
力

の
芽

生
え

】
【

自
立

心
】

【
協

同
性

】
【

道
徳

性
・

規
範

意
識

の
芽

生
え

】
【

数
量

や
図

形
・

標
識

や
文

字
な

ど
へ

の
関

心
・

感
覚

】

・
遊

び
の

中
で

色
の

違
い

に
気

付
い

た
り

、
工

夫
し

て
き

れ
い

に
し

よ
う

と
す

る
【

豊
か

な
感

性
と

表
現

】
・

容
器

に
水

を
入

れ
た

時
の

量
の

違
い

や
形

の
違

い
等

に
気

付
く

【
数

量
や

図
形

、
標

識
や

文
字

な
ど

へ
の

関
心

・
感

覚
】

・
砂

、
土

、
泥

の
感

触
を

味
わ

い
、

特
性

や
性

質
を

生
か

し
な

が
ら

遊
ぶ

【
健

康
な

心
と

体
】

【
協

同
性

】
【

思
考

力
の

芽
生

え
】

・
安

全
な

道
具

の
扱

い
方

を
知

り
、

素
材

の
特

徴
に

気
付

き
、

道
具

を
使

い
分

け
よ

う
と

す
る

【
道

徳
性

・
規

範
意

識
の

芽
生

え
】

【
思

考
力

の
芽

生
え

】
・

友
達

と
考

え
を

出
し

合
っ

た
り

、
工

夫
し

な
が

ら
作

っ
た

り
す

る
【

思
考

力
の

芽
生

え
】

・
伝

統
的

な
行

事
や

文
化

に
触

れ
、

関
心

を
も

つ
【

豊
か

な
感

性
と

表
現

】

・
就

学
へ

の
期

待
を

も
ち

、
小

学
校

で
の

生
活

の
仕

方
を

知
り

、
自

分
な

り
に

遊
び

や
生

活
に

見
通

し
を

も
っ

て
進

め
る

【
自

立
心

】
【

健
康

な
心

と
体

】
【

道
徳

性
・

模
範

意
識

の
芽

生
え

】
・

身
近

な
人

に
感

謝
の

気
持

ち
を

も
っ

て
、

自
分

の
思

い
を

い
ろ

い
ろ

な
方

法
で

表
現

し
よ

う
と

す
る

【
社

会
生

活
と

の
関

わ
り

】
【

言
葉

に
よ

る
伝

え
合

い
】

【
豊

か
な

感
性

と
表

現
】

就 学 前 施 設 の 遊 び や 学 び の 内 容

め
ざ
す
子
ど
も
像
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小
学

校
１

年
生

の
年

間
計

画

教 科 以 外 の

取 り 組 み

【
音

遊
び

、
音

楽
】

ス
ズ

、
タ

ン
ブ

リ
ン

、
カ

ス
タ

ネ
ッ

ト
、

ト
ラ

イ
ア

ン
グ

ル
、

ウ
ッ

ド
ブ

ロ
ッ

ク
、

グ
ロ

ッ
ケ

ン
、

シ
ロ

フ
ォ

ン
、

小
太

鼓
、

大
太

鼓
等

地 域 と の 関 わ り

保 幼 こ 小 連 携生 活 科 ・ 教 科 の 関 連

環 境 構 成

【
い

ろ
い

ろ
な

遊
び

、
生

活
科

】
石

鹸
、

泡
だ

て
器

、
ボ

ー
ル

、
お

ろ
し

金
、

ス
ポ

ン
ジ

、
手

作
り

ポ
ス

ト
、

シ
ー

ル
、

は
が

き
用

紙
、

ス
タ

ン
プ

、
郵

便
バ

ッ
ク

、
す

ご
ろ

く
、

カ
ル

タ
、

コ
マ

、
け

ん
玉

、
た

こ
あ

げ
等

【
運

動
遊

び
、

体
育

】
縄

、
平

均
台

、
跳

び
箱

、
鉄

棒
、

マ
ッ

ト
、

フ
ー

プ
、

沈
む

ボ
ー

ル
、

沈
む

輪
、

浮
か

ぶ
お

も
ち

ゃ
、

水
鉄

砲
等

【
制

作
遊

び
、

図
工

】
・

の
り

、
は

さ
み

、
セ

ロ
テ

ー
プ

、
ガ

ム
テ

ー
プ

、
木

工
用

ボ
ン

ド
、

絵
の

具
、

ペ
ン

、
鉛

筆
、

色
鉛

筆
、

折
り

紙
、

色
画

用
紙

、
ア

ク
リ

ル
絵

の
具

、
カ

ラ
ー

ポ
リ

、
不

織
布

、
色

画
用

紙
、

色
紙

、
水

の
り

、
い

ろ
い

ろ
な

容
器

(
牛

乳
パ

ッ
ク

、
缶

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
容

器
、

バ
ケ

ツ
)
等

・
自

然
事

象
に

興
味

を
も

ち
気

づ
い

た
こ

と
や

感
じ

た
こ

と
を

友
達

に
伝

え
合

い
、

遊
び

の
中

に
取

り
入

れ
る

【
健

康
な

心
と

体
】

【
思

考
力

の
芽

生
え

】
【

豊
か

な
感

性
と

表
現

】
【

自
然

と
の

関
わ

り
・

生
命

尊
重

】
・

伝
統

行
事

や
季

節
の

遊
び

を
楽

し
ん

だ
り

、
新

し
い

発
見

を
し

た
り

す
る

【
思

考
力

の
芽

生
え

】
【

道
徳

性
・

規
範

意
識

の
芽

生
え

】
【

言
葉

に
よ

る
伝

え
合

い
】

・
季

節
の

行
事

や
遊

び
に

興
味

、
関

心
を

も
ち

、
自

分
た

ち
で

ル
ー

ル
を

考
え

た
り

遊
び

方
を

工
夫

し
た

り
す

る
【

協
同

性
】

【
道

徳
性

・
規

範
意

識
の

芽
生

え
】

【
言

葉
に

よ
る

伝
え

合
い

】
・

遊
び

の
中

で
、

数
に

関
心

を
も

ち
、

生
活

の
中

に
取

り
入

れ
る

【
数

量
や

図
形

・
標

識
や

文
字

な
ど

へ
の

関
心

・
感

覚
】

【
年

間
を
通

し
て

】
・

リ
ズ

ム
遊

び
・

集
団

遊
び

（
ル

ー
ル
の

あ
る

遊
び

）
・

歌
遊

び
・

散
歩

・
異

年
齢

交
流

・
集

会
活
動

・
誕

生
会

・
当

番
活

動
・

避
難

訓
練

（
火

災
、
地

震
、

津
波

、
不

審
者

対
策

）
・

保
健

指
導

（
歯

磨
き

、
熱
中
症
予
防
、
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
、
三
食
栄
養
、
感
染
症
予
防
、
和
式
ト
イ
レ
の
使
い
方
等
）

生

・
プ

ー
ル

遊
び

※

・
プ

ー
ル

遊
び

※

【
年

間
を

通
し

て
】

図
工

季
節

・
行

事
の

掲
示

物
作

成
等

生 活 科 ・ 教 科 の

関 連 な ど

小 学 校 と

就 学 前 施 設 の 環 境 の 共 通

小 学 校

1 年 生 の

年 間 計 画

【
年

間
を

通
し

て
】
・

集
会

活
動

（
た

て
わ

り
班
）

・
避

難
訓

練
（
火

災
、

地
震

、
津

波
、

不
審

者
対

策
）

保
健

指
導

（
歯

磨
き
、

熱
中

症
予

防
、

早
寝

早
起
き

朝
ご

は
ん

、
三
食

栄
養

、
感

染
症

予
防

等
）

【
小
学

校
と
就
学
前
施
設
で
は
同
じ
時
期
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
作

成
し
た
架

け
橋

プ
ロ
グ
ラ

ム
事
例
を

掲
載

し
て
い
ま

す
】

架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
例

･･
･

生
活

･･
･

図
工

･･
･

体
育

図

行
体生

生
生

生
生

生
生

生
生

生
図

図
図

図

図
図

図

図

図 図
図

体

体
体

体
体

体

体

体
行

行

行
行

行

行
行

行

生

生

生
生

生

生

生

生
生

生

生
生

生

生

生

生

生 生 生

生

生

生

生

生
生

生

生
生

行
行

行

行
行

行 行

行

行
行

行

行 行

行

行

行

行

行

行

行 行

行

行
行行

行

行 行

行

行
行

行

行

行

行
行

行

行

行 行
行

行

行

行

行

行

行

行

行

図
図

図

図
図

図

図 図
生

図

図
図

図

図

図
図

図

図
図

図

図

体

体

体

体

体

体

体

算

算

算

音
音

音

音

音

音

道

国

国

国

国

国
国

国

生

･･
･

音
楽

･･
･

道
徳

･･
･

行
事

算国
道音

社

図

音

行

･･
･

社
会

･･
･

国
語

･･
･

算
数

社

5
歳

児
の

年
間

計
画

・
身

近
な

自
然

に
触
れ
た
り
、
植
物

の
世
話
を
通
し
て
、

変
化
や
不
思
議
さ
、

命
の

大
切

さ
等

に
気

づ
く

【
自

然
と

の
関

わ
り

・
生

命
尊

重
】

５ 歳 児 の

年 間 計 画

保
幼

こ
小

連
携

・
接

続
事

業
 

第
3期

研
究

グ
ル

ー
プ

資
料

（
大

阪
市

保
育

・
幼

児
教

育
セ

ン
タ

ー
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

）

・
自

分
な

り
に

目
標

を
も

っ
て

取
り

組
も

う
と

す
る

【
自

立
心

】
【

思
考

力
の

芽
生

え
】

・
全

身
で

水
の

感
触

を
味

わ
い

、
水

の
抵

抗
や

浮
力

に
気

づ
く

【
健

康
な

心
と

体
】

【
自

立
心

】
【

道
徳

性
・

規
範

意
識

の
芽

生
え

】
【

豊
か

な
感

性
と

表
現

】
・

安
全

に
遊

ぶ
た

め
の

ル
ー

ル
や

き
ま

り
を

守
り

、
安

全
へ

の
意

識
を

も
つ
【
健
康
な
心
と

体
】
【
社
会
生
活

と
の
関
わ
り
】

【
数
量
や
図
形
・
標

識
や
文
字
な
ど
へ
の

関
心
・
感
覚
】

「 幼 児 期 の 終 わ り ま で に 育 っ て ほ し い 姿 」 を

 踏 ま え た 育 ち つ つ あ る 資 質 と 能 力

就 学 前 施 設 の 遊 び や

学 び の 内 容
― 11 ― ― 12 ―



4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

い
ち

ね
ん

せ
い

に
な

っ
た

ら

ね
ん

ど
と

な
か

よ
し ク

レ
ヨ

ン
や

パ
ス

と
な

か
よ

し

が
っ

こ
う

を
た

ん
け

ん
し

よ
う

鬼
遊

び

い
ろ

い
ろ

な
ら

べ
て

き
れ

い
な

は
な

を
さ

か
せ

た
い

さ
わ

っ
て

か
く

の
き

も
ち

い
い

き
せ

つ
と

あ
そ

ぼ
う

～
は

る
か

ら
な

つ
～

さ
ら

さ
ら

ど
ろ

ど
ろ

い
い

き
も

ち

表
現

・
リ

ズ
ム

遊
び

あ
き

を
み

つ
け

よ
う 走

の
運

動
遊

び

ふ
わ

ふ
わ

ゴ
ー

み
ん

な
で

あ
そ

ぼ
う ボ

ー
ル

ゲ
ー

ム
（

ボ
ー

ル
投

げ
）

は
っ

て
か

さ
ね

て
…

跳
の

運
動

遊
び

あ
そ

ぼ
う

よ
、

パ
ク

パ
ク

さ
ん

し
ょ

う
た

い
し

よ
う

き
せ

つ
と

あ
そ

ぼ
う

～
ふ

ゆ
～

み
て

、
さ

わ
っ

て
、

か
ん

じ
て

は
こ

と
は

こ
を

く
み

あ
わ

せ
て

も
う

す
ぐ

２
年

生

ボ
ー

ル
ゲ

ー
ム

（
ボ

ー
ル

け
り

）

こ
こ

ろ
の

は
な

を
さ

か
せ

よ
う

入
学

式

給
食

参
観

春
の

遠
足

引
き

渡
し

訓
練

夏
祭

り
(
た

て
わ

り
班

)
終

業
式

始
業

式
学

習
参

観
運

動
会

秋
の

遠
足

学
習

発
表

会
o
r
作

品
展

終
業

式
始

業
式

学
習

参
観

修
了

式

植 物 ・ 生 物

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

、
サ

ク
ラ

、
シ

ロ
ツ

メ
グ

サ
ダ

ン
ゴ

ム
シ

、
ア

オ
ム

シ
、

チ
ョ

ウ
、

ザ
リ

ガ
ニ

、
キ

ン
ギ

ョ

ツ
ツ

ジ
、

フ
ジ

、
ツ

ユ
ク

サ
、

タ
ン

ポ
ポ

ジ
ャ

ガ
イ

モ

カ
タ

ツ
ム

リ

ア
サ

ガ
オ

、
ペ

チ
ュ

ニ
ア

、
フ

ウ
セ

ン
カ

ヅ
ラ

、
ナ

ス
、

ピ
ー

マ
ン

、
オ

ク
ラ

、
ミ

ニ
ト

マ
ト

カ
ブ

ト
ム

シ
、

セ
ミ

ス
ズ

ム
シ

、
バ

ッ
タ

カ
ス

ム
、

ナ
ハ

ノ
ナ

カ
ン

ザ
サ

リ
、

ヒ
ヤ

シ
ン

ス

用 具 ・ 遊 具 ・ 教 材 等

・
避

難
訓

練
（

●
●

保
育

所
）

・
プ

ー
ル

交
流

（
保

幼
こ

）
▲

▲
地

域
盆

踊
り

・
保

幼
交

流

・
小

学
校

→
　

保
幼

訪
問

・
△

△
小

学
校

　
作

品
展

見
学

・
地

域
清

掃
（

保
幼

こ
）

・
わ

く
わ

く
交

流
（

○
○

幼
稚

園
・

▲
△

こ
ど

も
園

）
・

ド
ッ

チ
ボ

ー
ル

交
流

（
保

幼
こ

）

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

各 園 共 通 の 活 動

・
春

の
自

然
に

関
わ

っ
て

遊
ぶ

・
自

然
物

を
使

っ
て

遊
ぶ

・
野

菜
の

栽
培

・
水

遊
び

・
色

水
遊

び

・
泡

遊
び

び
遊

動
運

・
び

遊
夕

七
・

・
運

動
会

・
制

作
活

動

・
自

然
物

使
っ

た
遊

び

・
表

現
遊

び

・
楽

器
遊

び

・
劇

遊
び

・
合

奏
・

ク
リ

ス
マ

ス
会

・
お

正
月

遊
び

・
集

団
遊

び

・
自

然
物

を
使

っ
た

遊
び

・
節

分
遊

び

・
就

学
に

向
け

て
の

活
動

○ ○ 幼 稚 園 の 活 動

・
入

園
式

・
始

業
式

・
段

ボ
ー

ル
遊

び
（

秘
密

基
地

づ
く

り
・

ケ
ー

キ
づ

く
り

）

・
こ

ど
も

の
日

の
集

い

・
園

外
保

育
（

大
阪

城
公

園
）

・
土

粘
土

・
お

化
け

屋
敷

ご
っ

こ

・
プ

ー
ル

掃
除

・
プ

ー
ル

開
き

・
お

話
の

会

・
P
T
A
夏

祭
り

・
安

全
な

生
活

に
つ

い
て

（
安

パ
ト

）

・
花

火
教

室
 
（

消
防

署
）

・
ふ

じ
組

　
 
お

楽
し

み
会

・
終

業
式

・
始

業
式

・
プ

ー
ル

じ
ま

い

・
運

動
遊

び
（

リ
レ

ー
・

か
け

っ
こ

・
体

操
・

旗
、

玉
入

れ
・

縄
跳

び
・

一
輪

車
）

・
大

阪
８

８
０

万
人

 
避

難
訓

練

・
お

じ
い

さ
ん

お
ば

あ
さ

ん
と

遊
ぶ

会

・
運

動
会

（
東

小
橋

小
学

校
）

・
親

子
栽

培

・
大

阪
市

立
幼

稚
園

音
楽

会

・
園

外
保

育
（

芋
掘

り
・

鶴
見

緑
地

公
園

）

・
ド

ッ
ジ

ボ
ー

ル

・
園

外
保

育
（

天
王

寺
動

物
園

・
ド

リ
ー

ム
２

１
）

・
作

品
展

※

・
あ

い
さ

つ
運

動
（

チ
ン

ド
ン

バ
ン

ド
）

・
も

ち
つ

き

・
人

形
劇

鑑
賞

（
ク

ラ
ル

テ
）

・
お

話
の

会

・
終

業
式

・
始

業
式

・
鏡

開
き

・
生

活
発

表
会

・
園

外
保

育
（

大
阪

城
公

園
）

・
ひ

な
ま

つ
り

・
お

別
れ

会

・
保

育
修

了
式

● ● 保 育 所 の 活 動

・
参

観
・

夏
祭

り

・
野

菜
の

収
穫

・
運

動
遊

び
竹

馬
、

リ
レ

ー
、

縄
跳

び
な

ど

・
運

動
会

・
お

店
屋

さ
ん

　
ご

っ
こ

※

・
お

弁
当

散
歩

（
真

田
山

公
園

）

・
メ

ロ
デ

ィ
ー

ベ
ル

演
奏

・
発

表
会

・
か

る
た

作
り

・
所

外
保

育
（

キ
ッ

ズ
プ

ラ
ザ

）
・

郵
便

屋
さ

ん
ご

っ
こ

・
修

了
プ

レ
ゼ

ン
ト

づ
く

り

・
お

別
れ

散
歩

（
真

田
山

公
園

）

・
お

別
れ

会

・
修

了
祝

う
会

▲ ▲ こ ど も 園 の 活 動

・
入

園
式

・
進

級
式

・
親

子
遠

足
（

大
阪

城
公

園
）

・
こ

い
の

ぼ
り

制
作

・
フ

ァ
ミ

リ
ー

デ
ィ

制
作

・
お

泊
り

保
育

（
キ

ッ
ザ

ニ
ア

）

・
セ

ミ
捕

り
※

・
夏

祭
り

・
夏

季
保

育
（

お
盆

期
間

は
自

由
登

園
）

・
敬

老
の

プ
レ

ゼ
ン

ト
制

作

・
地

域
探

索

・
遠

足
(
天

王
寺

動
物

園
）

・
ハ

ロ
ウ

ィ
ン

制
作

・
郵

便
ご

っ
こ

・
勤

労
感

謝
の

プ
レ

ゼ
ン

ト
作

り

・
生

活
発

表
会

・
音

楽
会

（
サ

ッ
ク

ス
演

奏
鑑

賞
）

・
ハ

ン
ド

ベ
ル

演
奏

・
氷

遊
び

・
う

ど
ん

作
り

・
安

全
啓

発

・
鬼

の
お

面
作

り

・
ひ

な
ま

つ
り

・
お

別
れ

会

・
お

別
れ

遠
足

（
レ

ゴ
ラ

ン
ド

）

・
卒

園
式

・
ひ

な
人

形
作

り

・
友

達
と

意
見

を
出

し
合

っ
て

話
を

考
え

て
い

き
イ

メ
ー

ジ
を

共
有

し
、

役
に

な
り

き
っ

て
劇

遊
び

を
楽

し
む

【
協

同
性

】
【

思
考

力
の

芽
生

え
】

【
言

葉
に

よ
る

伝
え

合
い

】
【

豊
か

な
感

性
と

表
現

】
・

行
事

の
意

味
を

知
り

、
友

達
と

楽
し

さ
を

共
有

す
る

【
思

考
力

の
芽

生
え

】
【

豊
か

な
感

性
と

表
現

】

・
い

ろ
い

ろ
な

楽
器

を
試

し
て

、
音

の
違

い
を

感
じ

た
り

、
鳴

ら
し

方
を

工
夫

し
た

り
す

る
【

思
考

力
の

芽
生

え
】

【
豊

か
な

感
性

と
表

現
】

・
友

達
と

歌
声

や
楽

器
の

リ
ズ

ム
を

合
わ

せ
る

心
地

よ
さ

を
味

わ
う

【
協

同
性

】
【

思
考

力
の

芽
生

え
】

【
豊

か
な

感
性

と
表

現
】

・
安

全
な

道
具

の
扱

い
方

を
知

り
、

素
材

の
特

徴
に

気
付

き
、

道
具

を
使

い
分

け
よ

う
と

す
る

【
自

立
心

】
【

思
考

力
の

芽
生

え
】

【
豊

か
な

感
性

と
表

現
】

・
自

然
の

変
化

に
関

心
を

も
ち

、
遊

び
に

取
り

入
れ

、
調

べ
た

り
試

し
た

り
す

る
【

思
考

力
の

芽
生

え
】

【
自

然
と

の
関

わ
り

・
生

命
尊

重
】

【
豊

か
な

感
性

と
表

現
】

・
年

長
に

な
っ

た
こ

と
を

喜
び

、
自

覚
や

期
待

を
も

つ
【

健
康

な
心

と
体

】
【

自
立

心
】

【
道

徳
性

・
規

範
意

識
の

芽
生

え
】

育 ち つ つ あ る 資 質 と 能 力

・
集

め
た

り
、

並
べ

た
り

、
分

類
し

た
り

す
る

中
で

、
数

量
、

形
等

に
興

味
を

も
つ

【
数

量
や

図
形

・
標

識
や

文
字

な
ど

へ
の

関
心

・
感

覚
】

・
友

達
と

役
割

を
分

担
し

な
が

ら
、

一
つ

の
事

を
や

り
遂

げ
る

充
実

感
を

味
わ

う
【

協
同

性
】

【
思

考
力

の
芽

生
え

】
【

言
葉

に
よ

る
伝

え
合

い
】

・
伝

統
行

事
の

意
味

を
知

り
、

身
近

な
素

材
を

使
っ

て
七

夕
飾

り
作

り
を

楽
し

む
【

思
考

力
の

芽
生

え
】

【
数

量
や

図
形

・
標

識
や

文
字

な
ど

へ
の

関
心

・
感

覚
】

【
豊

か
な

感
性

と
表

現
】

・
試

行
錯

誤
し

た
り

、
友

達
と

意
見

を
出

し
合

っ
て

活
動

を
進

め
よ

う
と

す
る

【
思

考
力

の
芽

生
え

】
【

自
立

心
】

【
協

同
性

】
【

道
徳

性
・

規
範

意
識

の
芽

生
え

】
【

数
量

や
図

形
・

標
識

や
文

字
な

ど
へ

の
関

心
・

感
覚

】

・
遊

び
の

中
で

色
の

違
い

に
気

付
い

た
り

、
工

夫
し

て
き

れ
い

に
し

よ
う

と
す

る
【

豊
か

な
感

性
と

表
現

】
・

容
器

に
水

を
入

れ
た

時
の

量
の

違
い

や
形

の
違

い
等

に
気

付
く

【
数

量
や

図
形

、
標

識
や

文
字

な
ど

へ
の

関
心

・
感

覚
】

・
砂

、
土

、
泥

の
感

触
を

味
わ

い
、

特
性

や
性

質
を

生
か

し
な

が
ら

遊
ぶ

【
健

康
な

心
と

体
】

【
協

同
性

】
【

思
考

力
の

芽
生

え
】

・
安

全
な

道
具

の
扱

い
方

を
知

り
、

素
材

の
特

徴
に

気
付

き
、

道
具

を
使

い
分

け
よ

う
と

す
る

【
道

徳
性

・
規

範
意

識
の

芽
生

え
】

【
思

考
力

の
芽

生
え

】
・

友
達

と
考

え
を

出
し

合
っ

た
り

、
工

夫
し

な
が

ら
作

っ
た

り
す

る
【

思
考

力
の

芽
生

え
】

・
伝

統
的

な
行

事
や

文
化

に
触

れ
、

関
心

を
も

つ
【

豊
か

な
感

性
と

表
現

】

・
就

学
へ

の
期

待
を

も
ち

、
小

学
校

で
の

生
活

の
仕

方
を

知
り

、
自

分
な

り
に

遊
び

や
生

活
に

見
通

し
を

も
っ

て
進

め
る

【
自

立
心

】
【

健
康

な
心

と
体

】
【

道
徳

性
・

模
範

意
識

の
芽

生
え

】
・

身
近

な
人

に
感

謝
の

気
持

ち
を

も
っ

て
、

自
分

の
思

い
を

い
ろ

い
ろ

な
方

法
で

表
現

し
よ

う
と

す
る

【
社

会
生

活
と

の
関

わ
り

】
【

言
葉

に
よ

る
伝

え
合

い
】

【
豊

か
な

感
性

と
表

現
】

就 学 前 施 設 の 遊 び や 学 び の 内 容

め
ざ
す
子
ど
も
像

『
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○
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・
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・
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・
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小
学

校
１

年
生

の
年

間
計

画

教 科 以 外 の

取 り 組 み

【
音

遊
び

、
音

楽
】

ス
ズ

、
タ

ン
ブ

リ
ン

、
カ

ス
タ

ネ
ッ

ト
、

ト
ラ

イ
ア

ン
グ

ル
、

ウ
ッ

ド
ブ

ロ
ッ

ク
、

グ
ロ

ッ
ケ

ン
、

シ
ロ

フ
ォ

ン
、

小
太

鼓
、

大
太

鼓
等

地 域 と の 関 わ り

保 幼 こ 小 連 携生 活 科 ・ 教 科 の 関 連

環 境 構 成

【
い

ろ
い

ろ
な

遊
び

、
生

活
科

】
石

鹸
、

泡
だ

て
器

、
ボ

ー
ル

、
お

ろ
し

金
、

ス
ポ

ン
ジ

、
手

作
り

ポ
ス

ト
、

シ
ー

ル
、

は
が

き
用

紙
、

ス
タ

ン
プ

、
郵

便
バ

ッ
ク

、
す

ご
ろ

く
、

カ
ル

タ
、

コ
マ

、
け

ん
玉

、
た

こ
あ

げ
等

【
運

動
遊

び
、

体
育

】
縄

、
平

均
台

、
跳

び
箱

、
鉄

棒
、

マ
ッ

ト
、

フ
ー

プ
、

沈
む

ボ
ー

ル
、

沈
む

輪
、

浮
か

ぶ
お

も
ち

ゃ
、

水
鉄

砲
等

【
制

作
遊

び
、

図
工

】
・

の
り

、
は

さ
み

、
セ

ロ
テ

ー
プ

、
ガ

ム
テ

ー
プ

、
木

工
用

ボ
ン

ド
、

絵
の

具
、

ペ
ン

、
鉛

筆
、

色
鉛

筆
、

折
り

紙
、

色
画

用
紙

、
ア

ク
リ

ル
絵

の
具

、
カ

ラ
ー

ポ
リ

、
不

織
布

、
色

画
用

紙
、

色
紙

、
水

の
り

、
い

ろ
い

ろ
な

容
器

(
牛

乳
パ

ッ
ク

、
缶

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
容

器
、

バ
ケ

ツ
)
等

・
自

然
事

象
に

興
味

を
も

ち
気

づ
い

た
こ

と
や

感
じ

た
こ

と
を

友
達

に
伝

え
合

い
、

遊
び

の
中

に
取

り
入

れ
る

【
健

康
な

心
と

体
】

【
思

考
力

の
芽

生
え

】
【

豊
か

な
感

性
と

表
現

】
【

自
然

と
の

関
わ

り
・

生
命

尊
重

】
・

伝
統

行
事

や
季

節
の

遊
び

を
楽

し
ん

だ
り

、
新

し
い

発
見

を
し

た
り

す
る

【
思

考
力

の
芽

生
え

】
【

道
徳

性
・

規
範

意
識

の
芽

生
え

】
【

言
葉

に
よ

る
伝

え
合

い
】

・
季

節
の

行
事

や
遊

び
に

興
味

、
関

心
を

も
ち

、
自

分
た

ち
で

ル
ー

ル
を

考
え

た
り

遊
び

方
を

工
夫

し
た

り
す

る
【

協
同

性
】

【
道

徳
性

・
規

範
意

識
の

芽
生

え
】

【
言

葉
に

よ
る

伝
え

合
い

】
・

遊
び

の
中

で
、

数
に

関
心

を
も

ち
、

生
活

の
中

に
取

り
入

れ
る

【
数

量
や

図
形

・
標

識
や

文
字

な
ど

へ
の

関
心

・
感

覚
】

【
年

間
を
通

し
て

】
・

リ
ズ

ム
遊

び
・

集
団

遊
び

（
ル

ー
ル
の

あ
る

遊
び

）
・

歌
遊

び
・

散
歩

・
異

年
齢

交
流

・
集

会
活
動

・
誕

生
会

・
当

番
活

動
・

避
難

訓
練

（
火

災
、
地

震
、

津
波

、
不

審
者

対
策

）
・

保
健

指
導

（
歯

磨
き

、
熱
中
症
予
防
、
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
、
三
食
栄
養
、
感
染
症
予
防
、
和
式
ト
イ
レ
の
使
い
方
等
）

生

・
プ

ー
ル

遊
び

※

・
プ

ー
ル

遊
び

※

【
年

間
を

通
し

て
】

図
工

季
節

・
行

事
の

掲
示

物
作

成
等

生 活 科 ・ 教 科 の

関 連 な ど

小 学 校 と

就 学 前 施 設 の 環 境 の 共 通

小 学 校

1 年 生 の

年 間 計 画

【
年

間
を

通
し

て
】
・

集
会

活
動

（
た

て
わ

り
班
）

・
避

難
訓

練
（
火

災
、

地
震

、
津

波
、

不
審

者
対

策
）

保
健

指
導

（
歯

磨
き
、

熱
中

症
予

防
、

早
寝

早
起
き

朝
ご

は
ん

、
三
食

栄
養

、
感

染
症

予
防

等
）

【
小
学

校
と
就
学
前
施
設
で
は
同
じ
時
期
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
作

成
し
た
架

け
橋

プ
ロ
グ
ラ

ム
事
例
を

掲
載

し
て
い
ま

す
】

架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
例

･･
･

生
活

･･
･

図
工

･･
･

体
育

図

行
体生

生
生

生
生

生
生

生
生

生
図

図
図

図

図
図

図

図

図 図
図

体

体
体

体
体

体

体

体
行

行

行
行

行

行
行

行

生

生

生
生

生

生

生

生
生

生

生
生

生

生

生

生

生 生 生

生

生

生

生

生
生

生

生
生

行
行

行

行
行

行 行

行

行
行

行

行 行

行

行

行

行

行

行

行 行

行

行
行行

行

行 行

行

行
行

行

行

行

行
行

行

行

行 行
行

行

行

行

行

行

行

行

行

図
図

図

図
図

図

図 図
生

図

図
図

図

図

図
図

図

図
図

図

図

体

体

体

体

体

体

体

算

算

算

音
音

音

音

音

音

道

国

国

国

国

国
国

国

生

･･
･

音
楽

･･
･

道
徳

･･
･

行
事

算国
道音

社

図

音

行

･･
･

社
会

･･
･

国
語

･･
･

算
数

社

5
歳

児
の

年
間

計
画

・
身

近
な

自
然

に
触
れ
た
り
、
植
物

の
世
話
を
通
し
て
、

変
化
や
不
思
議
さ
、

命
の

大
切

さ
等

に
気

づ
く

【
自

然
と

の
関

わ
り

・
生

命
尊

重
】

５ 歳 児 の

年 間 計 画

保
幼

こ
小

連
携

・
接

続
事

業
 

第
3期

研
究

グ
ル

ー
プ

資
料

（
大

阪
市

保
育

・
幼

児
教

育
セ

ン
タ

ー
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

）

・
自

分
な

り
に

目
標

を
も

っ
て

取
り

組
も

う
と

す
る

【
自

立
心

】
【

思
考

力
の

芽
生

え
】

・
全

身
で

水
の

感
触

を
味

わ
い

、
水

の
抵

抗
や

浮
力

に
気

づ
く

【
健

康
な

心
と

体
】

【
自

立
心

】
【

道
徳

性
・

規
範

意
識

の
芽

生
え

】
【

豊
か

な
感

性
と

表
現

】
・

安
全

に
遊

ぶ
た

め
の

ル
ー

ル
や

き
ま

り
を

守
り

、
安

全
へ

の
意

識
を

も
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【
健
康
な
心
と

体
】
【
社
会
生
活

と
の
関
わ
り
】

【
数
量
や
図
形
・
標

識
や
文
字
な
ど
へ
の

関
心
・
感
覚
】

「 幼 児 期 の 終 わ り ま で に 育 っ て ほ し い 姿 」 を

 踏 ま え た 育 ち つ つ あ る 資 質 と 能 力

就 学 前 施 設 の 遊 び や

学 び の 内 容
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スタートカリキュラム作成に役立つポイント 

保幼こ小連携・接続推進事業第３期研究ブロックでは、次のポイントや移行段階を意識して、 

 スタートカリキュラムを作成しました。 

○幼児期に親しんできた遊びを取り入れる。４月初めに子ども同士が交流できる「遊び」を多く 

設定すると子ども同士のつながりが早い。 

・手遊びやわらべうた、リズムにのって体を動かすこと 

・絵本の読み聞かせ 

・宝探し等のゲーム遊び など 

○子どもの姿に合わせて、柔軟に時間割を組み替える。学びを楽しむ 

ことができるように工夫することで興味・関心が持続する。 

  ・国語や音楽や学活等、複数教科を流動的に切り替える。 

  ・子どもの姿や様子から、ゆとりをもって学習時間を短くしたり延ばしたりする。 

○就学前施設が工夫して行っている環境構成や遊びの見える化を踏まえ、小学校で子どもたちが 

やってみたいと思う活動ができる場所や興味をもつ用具や玩具等の教材を準備する。子ども 

たちの育ちへの理解となり、小学校での自覚的な学びにつながる。 

  

 

 

 

 

 

 

   

就学前施設での生活や遊びを踏まえて小学校の学習につなぐ時間割施設での生活や遊び 

第３期研究ブロックの取組では、次のように学びの時間帯を決め、子どもの姿に合わせて 

時間帯や内容を移行していきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次のページには、カリキュラム作成の参考になるよう、第３期研究ブロックが作成した 

スタートカリキュラム事例の一部を掲載しています。 

徐

々

に

学

習

に

移

行

す

る 

 

 

 

 

スタートカリキュラムを実践すると・・・ 

・子どもたちの発達段階に応じた柔軟な学習ができる。 

・興味・関心をもつことができるような活動を通じて、学習への意欲を育む

ことができる。 

・遊びを通して新しい環境に適応し、生活が充実することによって、積極的

に学習する姿勢を養うことができる。 

 

なかよしタイム  ～学校が好きになる、行きたくなる～ 

遊びの要素を取り入れ、教室内での「遊べる」コーナーづくり等によって、幼児期

に培ってきた経験や学びを、小学校でも発揮していけるようになっていく時間。 

 
わくわくタイム  ～学びに向かい、学びを楽しむ～ 

合科・関連的な指導・授業を展開しつつ、ゆったりとした時間を確保し、学習への 

興味・関心を高める時間。 

ぐんぐんタイム  ～学びを深め、意欲的に学ぶ～ 

教科学習的要素を取り入れ、意欲的に学習していく力を身に付けていく時間。 
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スタートカリキュラム事例 

１限 45 分を 15分ずつに区切っています。 

○を 15 分として、１限につき３つの○を 

塗って計画しています。 

 

４月 第１週（４/10～４/14） 

期待する児童の姿：学校の生活に安心し、環境に慣れる子ども 
  

次の STEP３では、実際にスタートカリキュラムをつくってみましょう。 

時限 １日の流れ 10 日(月) 11 日(火) 12 日(水) 13 日(木) 14 日(金) 

行事  始業式 対面式    

朝時間 ♡ 安心感を 

つくる時間 

自由遊び 

手遊び 

歌遊び 

お話 

踊り 

ゲーム 

      

自由遊び 

手遊び 

歌遊び 

お話 

踊り 

ゲーム 

(読み聞かせ) 

自由遊び 

手遊び 

歌遊び 

お話 

踊り 

ゲーム 

(ランドセル) 

自由遊び 

手遊び 

歌遊び 

お話 

踊り 

ゲーム 

(    ) 

自由遊び 

手遊び 

歌遊び 

お話 

踊り 

ゲーム 

(グーチョキパー) 

１限 

２限 

◎生活科を 

中心とする 

学習活動 

生活●○○ 

国語○ 

算数○ 

音楽○ 

図工○ 

体育○ 

道徳○ 

学活●● 
(下校の仕方) 

生活●●○ 

国語○ 

算数○ 

音楽○ 

図工● 

体育○ 

道徳○ 

学活○ 

生活●○○ 

国語○ 

算数○ 

音楽○ 

図工○ 

体育●● 

道徳○ 

学活○ 

生活●●○ 

国語● 
(学校の一日) 

算数○ 

音楽○ 

図工○ 

体育○ 

道徳○ 

学活○ 

生活●●○ 

国語● 
(自己紹介) 

算数○ 

音楽○ 

図工○ 

体育○ 

道徳○ 

学活○ 

３限 

◎生活科を 

中心とする 

学習活動 

生活●○○ 

国語○ 

算数○ 

音楽○ 

図工○ 

体育○ 

道徳○ 

学活●● 

生活●○○ 

国語○ 

算数○ 

音楽○ 

図工○ 

体育○ 

道徳● 

学活● 

生活●○○ 

国語○ 

算数○ 

音楽○ 

図工○ 

体育●● 

道徳○ 

学活○ 

生活●○○ 

国語○ 

算数○ 

音楽○ 

図工●● 
(クレパス) 

体育○ 

道徳○ 

学活○ 

生活●○○ 

国語○ 

算数●● 
(友達見つけ) 

音楽○ 

図工○ 

体育○ 

道徳○ 

学活○ 

４限 

◆教科等を 
中心とする 
学習活動 
（合科的） 

国語●●○ 

算数○○○ 

生活●○○ 

音楽○○○ 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活○○○ 

国語○○○ 

算数○○○ 

生活○○○ 

音楽○○○ 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活●●● 

国語○○○ 

算数○○○ 

生活○○○ 

音楽○○○ 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳●●● 

学活○○○ 

国語○○○ 

算数○○○ 

生活○○○ 

音楽●●● 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活○○○ 

国語○○○ 

算数○○○ 

生活○○○ 

音楽○○○ 

図工●●● 
(似顔絵をかく) 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活○○○ 

なかよしタイムに、好きな遊びを取り入れることで、

子どもたちは安心し、様々な子ども同士の関わりが増

え、学校にスムーズに適応できます。また、心が満た

されることによって学習意欲が向上します。 

 

具体的な 
活動名を
記入する
等、活用方
法は工夫 
できます。 
 

 
なかよし 
タイム 

 
なかよし 
タイム 

 
わくわく 
タイム 

 
わくわく 
タイム 

 わくわく 
タイム 

 ぐんぐん 
タイム 

保育所、幼稚園で 
やっていたこと 
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なかよしタイムに、好きな遊びを取り入れることで、

子どもたちは安心し、様々な子ども同士の関わりが増

え、学校にスムーズに適応できます。また、心が満た

されることによって学習意欲が向上します。 

 

具体的な 
活動名を
記入する
等、活用方
法は工夫 
できます。 
 

 
なかよし 
タイム 

 
なかよし 
タイム 

 
わくわく 
タイム 

 
わくわく 
タイム 

 わくわく 
タイム 

 ぐんぐん 
タイム 

保育所、幼稚園で 
やっていたこと 
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就学前施設の５歳児の子どもたちは、小学校への入学を前にし、大きな期待と同じだけの不安

を抱いています。就学前施設の生活と小学校の生活の違いからくる環境の変化や、集団の規模の

違いからくる人とのつながりの変化に、子どもたちは対応していこうとしますが、この違いを  

上手く乗り越え、教育・保育での子どもの育ちと学びをつなぐために、スタートカリキュラムを

作成してみましょう。その際、例えばこれまで各校で作成している１年生の４、５月の週案を 

活用できるのではないでしょうか。交流をスタートさせ、小学校の教職員が就学前施設に行く 

機会をもったり、就学前施設の子どもたちが小学校に来る機会をもったりするなどし、また 

交流後の振り返りと共有を通して、遊びが幼児にとっての学びであることを知り、小学校に 

おける自覚的な学びへとつないでいくことを、学校内で共有しましょう。 

「大阪市就学前教育カリキュラム 第３章 小学校教育への接続」に詳細が掲載されています。

https://www.city.osaka.lg.jp/kodomo/cmsfiles/contents/0000446/446892/11̲setuzuku.pdf  
スタートカリキュラムのねらい 

① 子どもが安心感をもてるように、乳幼児期に親しんだ活動を取り入れる 

② 子どもが自信をもって成長していけるように、就学前教育・保育の経験を、 

小学校の学習につなぐ 

③ 子どもの自立につなげるように、スタートカリキュラムを入口として６年間の見通しを 

もつ 

スタートカリキュラム実施の主な流れ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

長期的なスタートカリキュラムイメージ例 

小学校へ入学した子どもが、就学前施設の遊びや生活を通した学びと育ちを基礎として

主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を創り出していくためのカリキュラムです。 

① スタートカリキュラム作成における自校の状況を知ろう  

 

② 近隣の就学前施設の子どもの姿を通して、乳幼児期の子どもを理解しよう 

 

③ 期待する子どもの姿を共有しよう  

       

④ スタートカリキュラムをデザインしよう  

       

⑤ 全教職員で共有し、協力しよう  

       

⑥ スタートカリキュラムを実践しよう  

       

⑦ 振り返り、改善しよう  

つくってみよう【スタートカリキュラム】 

STEP３ スタートカリキュラムをつくってみよう！ 

就学前施設は P.17 のフローチャートを 
小学校は P.18 のフローチャートを 
チェックしてみよう 

就学前施設を見学
してみよう 

合同会議をやってみよう 

P.19～23 のカリキュラム例を参考につくってみよう 
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長期的なスタートカリキュラムイメージ例 

 

スタートカリキュラムの取組始め 

１年生の週案は、子どもの様子を予想しながら、丁寧に作成していることでしょう。その週案

を就学前施設の教職員と一緒に考えている小学校もあります。例えば、就学前施設では乳幼児が

集中した活動をする前に、手遊びやふれあい遊びをすることがあります。どのような手遊びやふ

れあい遊びに親しんできたのかを知るために、就学前施設と小学校の教職員が実際に集まってや

ってみるという取組をされていました。その取組により、教職員同士の距離が縮まり、子どもた

ちの緊張感も和らいで、学校生活に慣れるのが早くなったそうです。 

 P.19～23 には、小学校が週案を用いて、就学前教育・保育の観点と照らし合わせながら作成 

したスタートカリキュラム例を掲載しています。 

 

 

 

・生活ルールの習得や行事の配列だけになっていないか 

・就学前教育・保育や学びを生かしたカリキュラム構成になっているか 

・小学校６年間の育ちを見通したうえでのカリキュラムになっているか 

・自校の実態に合ったものになっているか 

・担当学年にとどまらず、すべての教職員で共有された学校全体のものであるか 

時期 ４月 ５月 ６月 ７月 

つ
な
が
り 

 

活
動
と
指
導 

    

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ね
ら
い 

入学直後は、子どもた

ちの心をほぐし、１対１

の人間関係をつくるこ

とを意識してカリキュ

ラムを編成します。安心

して生活できる環境を

設定します。 

１対１の安心できる

関係ができる５月頃か

ら、小グループでの活

動を増やし、つながり

を広げます。自分のこ

とは自分でできるよう

促します。 

子ども同士のつながりを強め、学級を意識

させる活動を増やします。カリキュラムの 

中にも、教科としての学習が増えてきます。

様々な学習の中で、子どもが自分らしさを 

発揮できるよう配慮し、また、主体的に取り

組もうとする態度を伸ばすように指導を工

夫します。 

スタートカリキュラムは子どもの育ちをベースに 

心をほぐし、 

つながりをつくる活動 

つながりを広げ 

自立を助ける活動 

つながりを強め 

自分らしさを発揮し

主体性を育む活動 

教科横断の合科的・関連的な指導（生活科を中心として）     教科等を中心とした指導 
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小学校と就学前施設の
担当者で、合同会議を
する

年数回の行事や校庭
の活用等の交流は
あるが、接続を見通
した架け橋プログラ
ム等の編成・実施は
行われていない

接続を見通し
て編成された
架け橋プログ
ラム等につい
て、実施結果
を踏まえた検
証を行い、更
に改善を試み
ている

連携の予定、
計画がまだ
ない

連携・接続
に着手した
いが、どう
すれば良い
のか分から
ない

施設長または施設長が
担当者を指名し、連携
窓口をつくる

基盤づくり

近隣の就学前施設に連絡を
入れ、交流を始め、互いの
保育を共有する

就学前施設と
小学校の教職員
で集まって行う、
合同会議を定着
させる

実施・検証 可能な範囲で、
対象小学校を
拡充する

改善・発展

へ

小学校の担当者に連絡を入れる

小学校と就学前施設の担当者で、
意見交流をする

検討・開発

行事等への参加や保育の
公開をしたり、小学生が
就学前施設に来る機会を
もったり、交流をスタート
する

交流後の振り返りと共有を通して、共通
の視点をもって、教育・保育内容を理解
し合う

へ

架け橋プログラムを土台に、小学校
のスタートカリキュラム作成に協力
し、実践を共有する

へ

就学前施設の職員が小学校に
出向き、小学校教育の状況を
知る

まずは、交流している小学校
と架け橋プログラムを編成
する

-17-

連携・接続における自園所の段階は？

～自園所の段階を把握してみましょう～

A B C D E

持続可能
な体制の

構築

授業見学や行事
交流、研究会等
が充実し、接続
を見通した架け
橋プログラム等
の編成・実施が
行われている

就学前施設

Point!
担当者を通して、
合同会議の内容を
小学校内と各就学前
施設内で共有する

Point!
保幼こ交流会等
を実施し、就学
前施設同士が
つながる

Point!
連絡先を
決める

Point!
カリキュラムを
持ち寄り、さらに
交流できる機会を
見つける

Point!
まずは教職員の
み、続いて子ど
も同士の交流へ
つなげる

Point!
感想や意見を
伝え合う

Point!
カリキュラムを持ち寄り、
どのような学びのつながり
があるかを知る
（P.７,８,11,12参照）

Point!
できたカリキュラムを
もとに合同会議をする
（ P.14,19～23参照）

Point!
教職員の体制が
変わっても行事
や交流を継続
する

C D E D E

E

小学校の教職員が就学前
施設に出向き、教育・保育
の状況を知る

小学校と就学前施設の
担当者で、合同会議を
する
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連携・接続における自校の段階は？

～自校の段階を把握してみましょう～

近隣の就学前施設に、担当者
から連絡を入れる

連携の予定、
計画がまだ
ない

A

校長のリーダーシップ
のもと担当者(連携窓
口)をつくる

基盤づくり

接続を見通して
編成された架け
橋プログラム等
について、実施
結果を踏まえた
検証を行い、更
に改善を試みて
いる

E

可能な範囲で、
対象施設を
拡充する

改善・発展

就学前施設と小学校
の教職員で集まって
行う、合同会議を
定着させる

実施・検証

へ

B C D
連携・接続に
着手したいが、
まだ検討して
いる

年数回の授業、
行事等の交流は
あるが、接続を
見通した架け橋
プログラム等の
編成・実施は
行われていない

授業見学や行事
交流、研究会等
が充実し、接続
を見通した架け
橋プログラム等
の編成・実施が
行われている

E 持続可能
な体制の

構築

まずは、交流している就学
前施設と架け橋プログラム
を編成する

検討・開発

交流後の振り返りと共有を通して、
小学校教職員は、遊びが幼児に
とっての学びであることを知る

C D E へ

架け橋プログラムを土台に
スタートカリキュラムを
作成し実践する

へ

小学校と就学前施設の担当
者で、意見交流をする

行事等への参加や授業の公開
をしたり、就学前施設の子ど
もたちが小学校に来る機会を
もったりして、交流をスター
トする

D E

小学校

Point!
まずは今までに
関わりがある
就学前施設と
交流する

Point!
できたカリキュラムを
もとに合同会議をする
（P.14、19～23参照）

Point!
カリキュラムを持ち寄り、
どのような学びのつながり
があるかを知る
（P.７、８、11、12参照）

Point!
教職員の体制が
変わっても行事
や交流を継続
する

Point!
担当者を通して、
合同会議の内容を
小学校内と各就学前
施設内で共有する

Point!
カリキュラムを
持ち寄り、さらに
交流できる機会
を見つける

Point!
まずは教職員の
み、続いて子ど
も同士の交流へ
つなげる

Point!
感想や意見を
伝え合う
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架け橋プログ
ラム等につい
て、実施結果
を踏まえた検
証を行い、更
に改善を試み
ている

連携の予定、
計画がまだ
ない

連携・接続
に着手した
いが、どう
すれば良い
のか分から
ない

施設長または施設長が
担当者を指名し、連携
窓口をつくる

基盤づくり

近隣の就学前施設に連絡を
入れ、交流を始め、互いの
保育を共有する

就学前施設と
小学校の教職員
で集まって行う、
合同会議を定着
させる

実施・検証 可能な範囲で、
対象小学校を
拡充する

改善・発展

へ

小学校の担当者に連絡を入れる

小学校と就学前施設の担当者で、
意見交流をする

検討・開発

行事等への参加や保育の
公開をしたり、小学生が
就学前施設に来る機会を
もったり、交流をスタート
する

交流後の振り返りと共有を通して、共通
の視点をもって、教育・保育内容を理解
し合う

へ

架け橋プログラムを土台に、小学校
のスタートカリキュラム作成に協力
し、実践を共有する

へ

就学前施設の職員が小学校に
出向き、小学校教育の状況を
知る

まずは、交流している小学校
と架け橋プログラムを編成
する

-17-

連携・接続における自園所の段階は？

～自園所の段階を把握してみましょう～

A B C D E

持続可能
な体制の

構築

授業見学や行事
交流、研究会等
が充実し、接続
を見通した架け
橋プログラム等
の編成・実施が
行われている

就学前施設

Point!
担当者を通して、
合同会議の内容を
小学校内と各就学前
施設内で共有する

Point!
保幼こ交流会等
を実施し、就学
前施設同士が
つながる

Point!
連絡先を
決める

Point!
カリキュラムを
持ち寄り、さらに
交流できる機会を
見つける

Point!
まずは教職員の
み、続いて子ど
も同士の交流へ
つなげる

Point!
感想や意見を
伝え合う

Point!
カリキュラムを持ち寄り、
どのような学びのつながり
があるかを知る
（P.７,８,11,12参照）

Point!
できたカリキュラムを
もとに合同会議をする
（ P.14,19～23参照）

Point!
教職員の体制が
変わっても行事
や交流を継続
する

C D E D E

E

小学校の教職員が就学前
施設に出向き、教育・保育
の状況を知る

小学校と就学前施設の
担当者で、合同会議を
する

-18-

連携・接続における自校の段階は？

～自校の段階を把握してみましょう～

近隣の就学前施設に、担当者
から連絡を入れる

連携の予定、
計画がまだ
ない

A

校長のリーダーシップ
のもと担当者(連携窓
口)をつくる

基盤づくり

接続を見通して
編成された架け
橋プログラム等
について、実施
結果を踏まえた
検証を行い、更
に改善を試みて
いる

E

可能な範囲で、
対象施設を
拡充する

改善・発展

就学前施設と小学校
の教職員で集まって
行う、合同会議を
定着させる

実施・検証

へ

B C D
連携・接続に
着手したいが、
まだ検討して
いる

年数回の授業、
行事等の交流は
あるが、接続を
見通した架け橋
プログラム等の
編成・実施は
行われていない

授業見学や行事
交流、研究会等
が充実し、接続
を見通した架け
橋プログラム等
の編成・実施が
行われている

E 持続可能
な体制の

構築

まずは、交流している就学
前施設と架け橋プログラム
を編成する

検討・開発

交流後の振り返りと共有を通して、
小学校教職員は、遊びが幼児に
とっての学びであることを知る

C D E へ

架け橋プログラムを土台に
スタートカリキュラムを
作成し実践する

へ

小学校と就学前施設の担当
者で、意見交流をする

行事等への参加や授業の公開
をしたり、就学前施設の子ど
もたちが小学校に来る機会を
もったりして、交流をスター
トする

D E

小学校

Point!
まずは今までに
関わりがある
就学前施設と
交流する

Point!
できたカリキュラムを
もとに合同会議をする
（P.14、19～23参照）

Point!
カリキュラムを持ち寄り、
どのような学びのつながり
があるかを知る
（P.７、８、11、12参照）

Point!
教職員の体制が
変わっても行事
や交流を継続
する

Point!
担当者を通して、
合同会議の内容を
小学校内と各就学前
施設内で共有する

Point!
カリキュラムを
持ち寄り、さらに
交流できる機会
を見つける

Point!
まずは教職員の
み、続いて子ど
も同士の交流へ
つなげる

Point!
感想や意見を
伝え合う

― 17 ― ― 18 ―



ス
タ

ー
ト
カ

リ
キ
ュ
ラ

ム
例

①
【

４
月
第
２

週
】
 

 
８
日
（
月
）
 

９
日
（
火
）
 

10
日
（
水
）
 

11
日
（
木
）
 

12
日
（
金
）
 

行
事
 

（
始
業
式
）
 

給
食
開
始
 

 
発
育
測
定
 

児
童
集
会
 

朝
の

学
活
 

 
 

就
学

前
施
設

で
親
し

ん
で
き

た
活
動

に
取
り

組
む
こ

と
で
、

安
心
し

た
和
や

か
な
雰

囲
気
で

友
達
と

関
わ
る

 

 異
学

年
の
友

達
と

楽
し
ん

で
関

わ
る
 

１
 

 気
持

ち
の

よ
い

あ
い

さ
つ

や
返

事
の

仕
方

を
伝
え

合
う

 

 気
持

ち
の

よ
い

あ
い

さ
つ

や
返

事
の

仕
方

を
伝

え
合
う

 
  ロ
ッ

カ
ー
の

使
い
方

を
知
る

 

 自
分

の
名
前

等
を
伝

え
合
い

な
が
ら

、
仲
間

づ
く

り
を
す

る
 

 

 衣
服

の
着
脱

の
準
備

や
た
た

み
方
に

 
つ
い

て
確
認

す
る

 

 就
学

前
施
設

の
遊
び

の
経
験

を
生
か

し
、

 
（
手

遊
び
を

す
る
、
体

を
動

か
す

、
リ

ズ
ム

を
口

ず
さ
む

な
ど
）
音
読

の
仕
方

を
工

夫
す

る
 

２
 

 就
学

前
施
設

と
は
違

う
き
ま

り
を
知

り
、守

る
安
全

 ・
安
心

な
学
校

生
活
の

過
ご
し

方
を
知

る
 

  下
校
の
準
備
の
仕
方
に
 

つ
い
て
知
る
 

 靴
箱
や

傘
立
て

の
使
い

方
を
知

る
 

道
具

箱
の
整

理
の
仕

方
を
知

る
 

就
学

前
施
設

と
は
違

う
き
ま

り
を
知

り
、
守

る
 

 話
の

内
容
に

興
味
を

も
っ
て

、
し

っ
か

り
と

話
を

聞
く

 
  持

ち
物

に
記

名
さ
れ

て
い
る

か
調
べ

、
自
分

の
持

ち
物
を

大
切
に

し
よ
う

と
す
る

 

 発
育

測
定
の

受
け
方

を
確
認

す
る

 
自
分

の
体
に

関
心
を

も
つ
 

  具
体

物
を
使

い
な
が

ら
、
数

の
多
少

や
 

１
～

10
ま

で
の
数

え
方
を

学
ぶ

 

３
 

 
 給

食
の

準
備

、
片
付

け
の

仕
方
や

食
べ

方
を

知
る

 

 体
操

服
の
着

脱
の
順

序
や
た

た
み
方

に
 

つ
い

て
確
認

す
る

 

 就
学

前
施
設

の
遊
び

の
経
験

を
生
か

し
、

 
（
手

遊
び
を

す
る
、
体

を
動

か
す

、
リ

ズ
ム

を
口

ず
さ
む

な
ど
）

音
読
を

す
る
 

  学
校

た
ん
け

ん
を
通

し
て
、
安
心

感
と

期
待

感
を

も
っ
て

学
校
生

活
を
送

る
 

  

４
 

 
 友

達
と

一
緒

に
楽
し

ん
で
給

食
を
食

べ
る

 

 給
食

の
準
備

、
片
付

け
の

仕
方
や

食
べ

方
を

確
認

す
る

 

 給
食

の
準
備

、
片
付

け
の

仕
方
や

食
べ

方
を

確
認

す
る

 

 給
食

の
準
備

、
片
付

け
の

仕
方
や

食
べ

方
を

確
認

す
る

 

給
食
 

 
 

友
達

と
一
緒

に
楽
し

ん
で
給

食
を
食

べ
る

 

帰
り
の

学
活

 
 
 

楽
し

か
っ
た

こ
と
を

伝
え
合

い
な
が

ら
、
明

日
の
活

動
に
期

待
を
も

つ
 

 

児
童

か
ら

、
就

学
前

施
設

の
楽

し
か

っ
た

活
動

を
聞

き
取

り
、
教

材
を

用
意

す
る

 

就
学

前
施

設
で

の
き

ま
り

を
把

握
し

て
、
段

差
の

少
な

い
き

ま
り

を

児
童

と
共

に
考

え
る

 

就
学

前
施

設
で

経
験

し
た

歌
や

ふ
れ

あ
い

遊
び

を
取

り
入

れ
、
和

や
か

な
雰

囲
気

の
中

で
友

達
と

関
わ

れ
る

よ
う

に
す

る
 

就
学

前
施

設
で

育
ま

れ
た

数
量

の

感
覚

を
生

か
し

て
、
視

覚
的

に
捉

え
ら

れ
る

よ
う

、
具

体
物

を
使

う
 

就
学

前
施

設
で

の
思

い
を

伝
え

合
う

経
験

を
生

か
し

て
振

り
返

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

場
に

す
る

 

友
達

と
思

い
を

伝
え

合
う

経
験

が
、
さ

ら
に

豊
か

に
な

る
よ

う
に

、
児

童
の

話
を

丁
寧

に
受

け
止

め
る

 就
学

前
施

設
に

あ
っ

た
も

の
、
な

か
っ

た
も

の
を

探
す

活
動

を
取

り
入

れ
る

 

ス
タ

ー
ト

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の

指
導

の
ポ

イ
ン

ト
 

 
健

康
な

 

心
と

体
 

 
 

社
会

生
活

 

と
の

関
わ

り
 

 

言
葉
に

よ
る

 

伝
え

合
い

 
豊

か
な

感
性

と
表

現
 

 
健

康
な

 

心
と

体
 

 
 

協
同
性

 
 

道
徳

性
・

規
範

意
識

の
芽

生
え

 

○
読
み
聞
か
せ
タ
イ
ム
 
 
○
手
遊
び
タ
イ
ム
 
 
○
歌
を
歌
お
う

 

○
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う

 
○
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う

 
○
友
達
と
仲
良
く
な
ろ
う

 

○
児
童
集
会
に
参
加
し
よ
う
 

 

○
ト
イ
レ
の
使
い
方
を
知
ろ
う

 

○
き
こ
え
る
よ
 【
国
語
】 

○
身
の
回
り
の
整
理
整
頓
を
し
よ
う

 

○
調
べ
て
み
よ
う

 

○
話
を
聞
こ
う

 

○
測
定
を
受
け
る
準
備
を
し
よ
う

 

○
ど
き
ど
き
 わ

く
わ
く
 １

ね
ん
せ
い

【
生
活
】

 

○
身
の
回
り
の
整
理
整
頓
を
し
よ
う

 

○
身
の
回
り
の
整
理
整
頓
を
し
よ
う

 

○
き
こ
え
る
よ
【
国
語
】

 

○
発
育
測
定
を
受
け
よ
う

 

○
体
操
服
に
着
替
え
よ
う

 
○
給
食
の
準
備
を
し
よ
う

 

○
10

ま
で
の
か
ず
【
算
数
】

 

○
楽
し
く
食
べ
よ
う

 

○
一
日
を
振
り
返
ろ
う

 

○
給
食
の
準
備
を
し
よ
う

 
○
給
食
の
準
備
を
し
よ
う

 
○
給
食
の
準
備
を
し
よ
う

 

○
楽
し
く
食
べ
よ
う

 

 

数
量
や

図
形

、

標
識

や
文

字
 

な
ど

へ
の

 

関
心

・
感

覚
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①
【

６
月
第
３

週
】
 

 

 
16

日
（
月
）
 

17
日
（
火
）
 

18
日
（
水
）
 

19
日
（
木
）
 

20
日
（
金
）
 

行
事
 

児
童
朝
会
 

 
 

 運
動

委
員
会

の
児
童

に
よ
る

プ
ー
ル

の
入

り
方

の
説
明

や
準
備

体
操
・

整
理
体

操
の

デ
モ

ン
ス
ト

レ
ー
シ

ョ
ン
な

ど
を
見

る
 

 

朝
の

学
活
 

 
  自

分
の

好
き

な
本
に

親
し
む

 

  英
語

の
歌

や
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

の
読

み
方

を
学

習
す
る

 

  運
動

委
員
会

作
成
の

動
画
を

見
な
が

ら
 

プ
ー

ル
の
入

り
方
の

確
認

を
す

る
 

１
 

 ア
サ

ガ
オ
の

様
子
を

観
察
日

記
に

 
絵
や

言
葉
で

記
録
す

る
 

 聞
い

た
こ
と

を
正
し

く
友
達

に
 

伝
え

る
伝
言

ゲ
ー
ム

を
す
る

 
  

  加
法

の
式
と

絵
を
見

て
合
併

の
問
題

を
 

つ
く

る
 

 プ
ー

ル
を
見

に
行
き

、
プ

ー
ル
に

入
る

順
路

を
確

認
す
る

 

 し
り

と
り
や

こ
と
ば

み
つ
け

の
問
題

を
 

つ
く

っ
て
出

題
し
合

う
こ
と

を
楽
し

む
 

２
 

  「
し

き
」「

た
し

ざ
ん
」

の
用
語

を
知

り
、

 
正
し

く
使
う

 

 習
っ
た

50
音

の
書

き
取
り

を
す
る
 

 習
っ

た
50

音
の

書
き
取

り
を
す

る
 

  増
加

の
場
面

に
つ
い

て
、
加

法
に

な
る

こ
と

を
理

解
し
、
数

字
や

記
号

を
用
い

て
加

法
の

式
に

表
す

 

 水
着

に
着
替

え
て
、
プ
ー

ル
に
持

っ
て

い
く

も
の

、
並

び
方

、
プ

ー
ル

へ
の
移

動
の

仕
方

を
確

認
す
る

 
イ
ラ

ス
ト
を

見
な
が

ら
動
物

 
に
な

っ
て
水

遊
び
を

す
る

 
 

３
 

 フ
ル

ー
ツ

バ
ス

ケ
ッ

ト
や

い
す

取
り

ゲ
ー

ム
を
し

て
楽
し

む
 

   

   
問
題

文
か
ら

合
併
の

場
面
を

捉
え
、

 
加
法

の
式
に

表
し
て

答
え
を

求
め
る

 

 身
の

回
り
の

「
つ
ま

る
お
と

」
を
探

し
、

 
で
き

る
だ
け

多
く
集

め
て
ノ

ー
ト
に

書
く

 

 教
科

書
の

し
り

と
り

や
こ

と
ば

み
つ

け
を

し
な

が
ら
、
そ

の
き

ま
り

を
理
解

し
ひ

ら
が

な
の

読
み
書

き
を
す

る
 

４
 

 知
ら

せ
た
い

こ
と
を

落
と
さ

な
い
よ

う
に

 
集
中

し
て
聞

き
、
正

し
く
伝

え
る

 

 音
読

を
し
て

、
促

音
の

発
音
の

確
認
を

す
る

 

 人
、
動

植
物
、
も

の
に

も
命
が

あ
り

、
そ
の

命
は

ど
れ
も

大
切
で

あ
る
こ

と
を
知

る
 

  プ
ー

ル
で
の

準
備
体

操
や
整

理
体
操

の
 

練
習

を
す
る

 

   初
め

て
の

プ
ー

ル
で

楽
し

か
っ

た
こ

と
を

伝
え

合
う

 

給
食
 

友
達

と
一
緒

に
楽
し

ん
で
給

食
を
食

べ
る
 

５
 

  大
き

く
な
っ

た
ア
サ

ガ
オ
の

 
様
子

を
伝
え

合
う
 

   音
楽

に
合

わ
せ

て
リ

ズ
ム

を
う

っ
た

り
、

 
体
を

動
か
し

た
り
す

る
 

  

  水
着

の
着

脱
の

順
序

や
た

た
み

方
に

つ
い

て
確

認
す
る
 

   「
ぶ

ん
ぶ

ん
ぶ

ん
」

の
曲

を
聞

き
、

違
い

に
気
を

付
け
て

リ
ズ
ム

を
う
つ

 

 雨
の

日
の
様

子
を
話

し
合
う

 

帰
り
の

学
活

 
 楽
し

か
っ
た

こ
と
を

伝
え
合

い
な
が

ら
、
明

日
の
活

動
に
期

待
を
も

つ
 

 

ス
タ

ー
ト

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の

指
導

の
ポ

イ
ン

ト
 

梅
雨

時
期

に
親

し
ん

で
い

た
活

動
を

取
り

入
れ

、
季

節
を

 
感

じ
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
 

友
達

と
思

い
を

伝
え

合
う

経
験

が
、
さ

ら
に

豊
か

に
な

る
よ

う
に

、
児

童
の

話
を

丁
寧

に
受

け
止

め
る

 

就
学

前
施

設
で

な
じ

み
の

あ
っ

た
音

楽
や

楽
器

を
取

り
入

れ
る

 

 

自
然

と
の

関
わ

り
・

生
命

尊
重

 

 
言

葉
に

よ
る

伝
え

合
い

 

 

自
然

と
の

関
わ

り
・

生
命

尊
重

 
 

自
立

心
 

○
き
い
て
 つ

た
え
よ
う
【
国
語
】

 
○
こ
と
ば
 あ

そ
び
【
国
語
】

 

○
う
ま
れ
た
て
の
 い

の
ち
【
道
徳
】

 

○
楽
し
く
食
べ
よ
う

 
○
は
く
に
の
っ
て
 リ

ズ
ム
を
う
と
う

【
音
楽
】

 

○
確
認
を
し
よ
う
【
体
育
】

 

○
た
ん
け
ん
し
よ
う
【
生
活
】
 

○
水
着
に
着
替
え
る
練
習
を
し
よ
う
 

【
体
育
】

 

○
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
よ
う

【
学
級
活
動
】

 

○
一
日
を
振
り
返
ろ
う
 

○
あ
わ
せ
て
い
く
つ

 ふ
え
る
と
い
く
つ

【
算
数
】
 

○
ね
こ
と
 ね

っ
こ
【
国
語
】

 
○
き
い
て
 つ

た
え
よ
う
【
国
語
】

 

○
き
れ
い
な
は
な
を
 さ

か
せ
た
い
【
生
活
】
 

 
言

葉
に

よ
る

伝
え

合
い

 

就
学

前
施

設
で

経
験

し
た

遊
び

を
取

り

入
れ

、
友

達
と

関
わ

れ
る

よ
う

に
す

る
 

プ
ー

ル
の

水
位

を
下

げ
て

、
安

心
し

て
活

動
に

参
加

で
き

る
よ

う
に

す
る

 

就
学

前
施

設
で

水
に

親
し

ん
で

き
た

活
動

を
参

考
に

し
て

、
プ

ー
ル

遊
び

を
計

画
す

る
 

 
健

康
な

 

心
と

体
 

 

豊
か

な
感

性
 

と
表

現
 

○
ね
こ
と
 ね

っ
こ
【
国
語
】

 

○
プ
ー
ル
開
き
【
体
育
】
 

 

○
み
ん
な
 あ

そ
び
【
学
級
活
動
】
 

○
は
く
に
の
っ
て
 リ

ズ
ム
を
う
と
う

【
音
楽
】

 

○
ひ
ら
が
な
の
 が

く
し
ゅ
う
【
国
語
】

 

○
こ
と
ば
 あ

そ
び
【
国
語
】

 

○
ひ
ら
が
な
の
 が

く
し
ゅ
う
【
国
語
】

 
○

あ
わ

せ
て
い
く
つ

 ふ
え
る
と
い
く
つ

【
算
数
】
 

○
あ
わ
せ
て
い
く
つ
 ふ

え
る
と
い
く
つ

【
算
数
】
 

○
あ
わ
せ
て
い
く
つ
 ふ

え
る
と
い
く
つ

【
算
数
】
 

○
き
れ
い
な
は
な
を
 さ

か
せ
た
い
【
生
活
】
 

○
き
せ
つ
と
 あ

そ
ぼ
う
【
生
活
】

 

 

道
徳

性
・

規
範

意
識

の
芽

生
え

 

就
学

前
施

設
の

プ
ー

ル
と

の
違

い
を

知
ら

せ
、

プ
ー

ル
活

動
に

期
待

を
も

て
る

よ
う

に
す

る
 

○
読
書
タ
イ
ム

 
○
英
語
学
習

 
○
プ
ー
ル
開
き
集
会

 
○
プ
ー
ル
前
学
習
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ス
タ

ー
ト
カ

リ
キ
ュ
ラ

ム
例

①
【

４
月
第
２

週
】
 

 
８
日
（
月
）
 

９
日
（
火
）
 

10
日
（
水
）
 

11
日
（
木
）
 

12
日
（
金
）
 

行
事
 

（
始
業
式
）
 

給
食
開
始
 

 
発
育
測
定
 

児
童
集
会
 

朝
の

学
活
 

 
 

就
学

前
施
設

で
親
し

ん
で
き

た
活
動

に
取
り

組
む
こ

と
で
、

安
心
し

た
和
や

か
な
雰

囲
気
で

友
達
と

関
わ
る

 

 異
学

年
の
友

達
と

楽
し
ん

で
関

わ
る
 

１
 

 気
持

ち
の

よ
い

あ
い

さ
つ

や
返

事
の

仕
方

を
伝
え

合
う

 

 気
持

ち
の

よ
い

あ
い

さ
つ

や
返

事
の

仕
方

を
伝

え
合
う

 
  ロ
ッ

カ
ー
の

使
い
方

を
知
る

 

 自
分

の
名
前

等
を
伝

え
合
い

な
が
ら

、
仲
間

づ
く

り
を
す

る
 

 

 衣
服

の
着
脱

の
準
備

や
た
た

み
方
に

 
つ
い

て
確
認

す
る

 

 就
学

前
施
設

の
遊
び

の
経
験

を
生
か

し
、

 
（
手

遊
び
を

す
る
、
体

を
動

か
す

、
リ

ズ
ム

を
口

ず
さ
む

な
ど
）
音
読

の
仕
方

を
工

夫
す

る
 

２
 

 就
学

前
施
設

と
は
違

う
き
ま

り
を
知

り
、守

る
安
全

 ・
安
心

な
学
校

生
活
の

過
ご
し

方
を
知

る
 

  下
校
の
準
備
の
仕
方
に
 

つ
い
て
知
る
 

 靴
箱
や

傘
立
て

の
使
い

方
を
知

る
 

道
具

箱
の
整

理
の
仕

方
を
知

る
 

就
学

前
施
設

と
は
違

う
き
ま

り
を
知

り
、
守

る
 

 話
の

内
容
に

興
味
を

も
っ
て

、
し

っ
か

り
と

話
を

聞
く

 
  持

ち
物

に
記

名
さ
れ

て
い
る

か
調
べ

、
自
分

の
持

ち
物
を

大
切
に

し
よ
う

と
す
る

 

 発
育

測
定
の

受
け
方

を
確
認

す
る

 
自
分

の
体
に

関
心
を

も
つ
 

  具
体

物
を
使

い
な
が

ら
、
数

の
多
少

や
 

１
～

10
ま

で
の
数

え
方
を

学
ぶ

 

３
 

 
 給

食
の

準
備

、
片
付

け
の

仕
方
や

食
べ

方
を

知
る

 

 体
操

服
の
着

脱
の
順

序
や
た

た
み
方

に
 

つ
い

て
確
認

す
る

 

 就
学

前
施
設

の
遊
び

の
経
験

を
生
か

し
、

 
（
手

遊
び
を

す
る
、
体

を
動

か
す

、
リ

ズ
ム

を
口

ず
さ
む

な
ど
）

音
読
を

す
る
 

  学
校

た
ん
け

ん
を
通

し
て
、
安
心

感
と

期
待

感
を

も
っ
て

学
校
生

活
を
送

る
 

  

４
 

 
 友

達
と

一
緒

に
楽
し

ん
で
給

食
を
食

べ
る

 

 給
食

の
準
備

、
片
付

け
の

仕
方
や

食
べ

方
を

確
認

す
る

 

 給
食

の
準
備

、
片
付

け
の

仕
方
や

食
べ

方
を

確
認

す
る

 

 給
食

の
準
備

、
片
付

け
の

仕
方
や

食
べ

方
を

確
認

す
る

 

給
食
 

 
 

友
達

と
一
緒

に
楽
し

ん
で
給

食
を
食

べ
る

 

帰
り
の

学
活

 
 
 

楽
し

か
っ
た

こ
と
を

伝
え
合

い
な
が

ら
、
明

日
の
活

動
に
期

待
を
も

つ
 

 

児
童

か
ら

、
就

学
前

施
設

の
楽

し
か

っ
た

活
動

を
聞

き
取

り
、
教

材
を

用
意

す
る

 

就
学

前
施

設
で

の
き

ま
り

を
把

握
し

て
、
段

差
の

少
な

い
き

ま
り

を

児
童

と
共

に
考

え
る

 

就
学

前
施

設
で

経
験

し
た

歌
や

ふ
れ

あ
い

遊
び

を
取

り
入

れ
、
和

や
か

な
雰

囲
気

の
中

で
友

達
と

関
わ

れ
る

よ
う

に
す

る
 

就
学

前
施

設
で

育
ま

れ
た

数
量

の

感
覚

を
生

か
し

て
、
視

覚
的

に
捉

え
ら

れ
る

よ
う

、
具

体
物

を
使

う
 

就
学

前
施

設
で

の
思

い
を

伝
え

合
う

経
験

を
生

か
し

て
振

り
返

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

場
に

す
る

 

友
達

と
思

い
を

伝
え

合
う

経
験

が
、
さ

ら
に

豊
か

に
な

る
よ

う
に

、
児

童
の

話
を

丁
寧

に
受

け
止

め
る

 就
学

前
施

設
に

あ
っ

た
も

の
、
な

か
っ

た
も

の
を

探
す

活
動

を
取

り
入

れ
る

 

ス
タ

ー
ト

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の

指
導

の
ポ

イ
ン

ト
 

 
健

康
な

 

心
と

体
 

 
 

社
会

生
活

 

と
の

関
わ

り
 

 

言
葉
に

よ
る

 

伝
え

合
い

 
豊

か
な

感
性

と
表

現
 

 
健

康
な

 

心
と

体
 

 
 

協
同
性

 
 

道
徳

性
・

規
範

意
識

の
芽

生
え

 

○
読
み
聞
か
せ
タ
イ
ム
 
 
○
手
遊
び
タ
イ
ム
 
 
○
歌
を
歌
お
う

 

○
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う

 
○
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う

 
○
友
達
と
仲
良
く
な
ろ
う

 

○
児
童
集
会
に
参
加
し
よ
う
 

 

○
ト
イ
レ
の
使
い
方
を
知
ろ
う

 

○
き
こ
え
る
よ
 【
国
語
】 

○
身
の
回
り
の
整
理
整
頓
を
し
よ
う

 

○
調
べ
て
み
よ
う

 

○
話
を
聞
こ
う

 

○
測
定
を
受
け
る
準
備
を
し
よ
う

 

○
ど
き
ど
き
 わ

く
わ
く
 １

ね
ん
せ
い

【
生
活
】

 

○
身
の
回
り
の
整
理
整
頓
を
し
よ
う

 

○
身
の
回
り
の
整
理
整
頓
を
し
よ
う

 

○
き
こ
え
る
よ
【
国
語
】

 

○
発
育
測
定
を
受
け
よ
う

 

○
体
操
服
に
着
替
え
よ
う

 
○
給
食
の
準
備
を
し
よ
う

 

○
10

ま
で
の
か
ず
【
算
数
】

 

○
楽
し
く
食
べ
よ
う

 

○
一
日
を
振
り
返
ろ
う

 

○
給
食
の
準
備
を
し
よ
う

 
○
給
食
の
準
備
を
し
よ
う

 
○
給
食
の
準
備
を
し
よ
う

 

○
楽
し
く
食
べ
よ
う

 

 

数
量
や

図
形

、

標
識

や
文

字
 

な
ど

へ
の

 

関
心

・
感

覚
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【

６
月
第
３

週
】
 

 

 
16

日
（
月
）
 

17
日
（
火
）
 

18
日
（
水
）
 

19
日
（
木
）
 

20
日
（
金
）
 

行
事
 

児
童
朝
会
 

 
 

 運
動

委
員
会

の
児
童

に
よ
る

プ
ー
ル

の
入

り
方

の
説
明

や
準
備

体
操
・

整
理
体

操
の

デ
モ

ン
ス
ト

レ
ー
シ

ョ
ン
な

ど
を
見

る
 

 

朝
の

学
活
 

 
  自

分
の

好
き

な
本
に

親
し
む

 

  英
語

の
歌

や
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

の
読

み
方

を
学

習
す
る

 

  運
動

委
員
会

作
成
の

動
画
を

見
な
が

ら
 

プ
ー

ル
の
入

り
方
の

確
認

を
す

る
 

１
 

 ア
サ

ガ
オ
の

様
子
を

観
察
日

記
に

 
絵
や

言
葉
で

記
録
す

る
 

 聞
い

た
こ
と

を
正
し

く
友
達

に
 

伝
え

る
伝
言

ゲ
ー
ム

を
す
る

 
  

  加
法

の
式
と

絵
を
見

て
合
併

の
問
題

を
 

つ
く

る
 

 プ
ー

ル
を
見

に
行
き

、
プ

ー
ル
に

入
る

順
路

を
確

認
す
る

 

 し
り

と
り
や

こ
と
ば

み
つ
け

の
問
題

を
 

つ
く

っ
て
出

題
し
合

う
こ
と

を
楽
し

む
 

２
 

  「
し

き
」「

た
し

ざ
ん
」

の
用
語

を
知

り
、

 
正
し

く
使
う

 

 習
っ
た

50
音

の
書

き
取
り

を
す
る
 

 習
っ

た
50

音
の

書
き
取

り
を
す

る
 

  増
加

の
場
面

に
つ
い

て
、
加

法
に

な
る

こ
と

を
理

解
し
、
数

字
や

記
号

を
用
い

て
加

法
の

式
に

表
す

 

 水
着

に
着
替

え
て
、
プ
ー

ル
に
持

っ
て

い
く

も
の

、
並

び
方

、
プ

ー
ル

へ
の
移

動
の

仕
方

を
確

認
す
る

 
イ
ラ

ス
ト
を

見
な
が

ら
動
物

 
に
な

っ
て
水

遊
び
を

す
る

 
 

３
 

 フ
ル

ー
ツ

バ
ス

ケ
ッ

ト
や

い
す

取
り

ゲ
ー

ム
を
し

て
楽
し

む
 

   

   
問
題

文
か
ら

合
併
の

場
面
を

捉
え
、

 
加
法

の
式
に

表
し
て

答
え
を

求
め
る

 

 身
の

回
り
の

「
つ
ま

る
お
と

」
を
探

し
、

 
で
き

る
だ
け

多
く
集

め
て
ノ

ー
ト
に

書
く

 

 教
科

書
の

し
り

と
り

や
こ

と
ば

み
つ

け
を

し
な

が
ら
、
そ

の
き

ま
り

を
理
解

し
ひ

ら
が

な
の

読
み
書

き
を
す

る
 

４
 

 知
ら

せ
た
い

こ
と
を

落
と
さ

な
い
よ

う
に

 
集
中

し
て
聞

き
、
正

し
く
伝

え
る

 

 音
読

を
し
て

、
促

音
の

発
音
の

確
認
を

す
る

 

 人
、
動

植
物
、
も

の
に

も
命
が

あ
り

、
そ
の

命
は

ど
れ
も

大
切
で

あ
る
こ

と
を
知

る
 

  プ
ー

ル
で
の

準
備
体

操
や
整

理
体
操

の
 

練
習

を
す
る

 

   初
め

て
の

プ
ー

ル
で

楽
し

か
っ

た
こ

と
を

伝
え

合
う

 

給
食
 

友
達

と
一
緒

に
楽
し

ん
で
給

食
を
食

べ
る
 

５
 

  大
き

く
な
っ

た
ア
サ

ガ
オ
の

 
様
子

を
伝
え

合
う
 

   音
楽

に
合

わ
せ

て
リ

ズ
ム

を
う

っ
た

り
、

 
体
を

動
か
し

た
り
す

る
 

  

  水
着

の
着

脱
の

順
序

や
た

た
み

方
に

つ
い

て
確

認
す
る
 

   「
ぶ

ん
ぶ

ん
ぶ

ん
」

の
曲

を
聞

き
、

違
い

に
気
を

付
け
て

リ
ズ
ム

を
う
つ

 

 雨
の

日
の
様

子
を
話

し
合
う

 

帰
り
の

学
活

 
 楽
し

か
っ
た

こ
と
を

伝
え
合

い
な
が

ら
、
明

日
の
活

動
に
期

待
を
も

つ
 

 

ス
タ

ー
ト

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の

指
導

の
ポ

イ
ン

ト
 

梅
雨

時
期

に
親

し
ん

で
い

た
活

動
を

取
り

入
れ

、
季

節
を

 
感

じ
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
 

友
達

と
思

い
を

伝
え

合
う

経
験

が
、
さ

ら
に

豊
か

に
な

る
よ

う
に

、
児

童
の

話
を

丁
寧

に
受

け
止

め
る

 

就
学

前
施

設
で

な
じ

み
の

あ
っ

た
音

楽
や

楽
器

を
取

り
入

れ
る

 

 

自
然

と
の

関
わ

り
・

生
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【
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語
】
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と
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そ
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【
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語
】

 

○
う
ま
れ
た
て
の
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の
ち
【
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徳
】

 

○
楽
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く
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べ
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○
は
く
に
の
っ
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と
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認
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に
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ー
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遊
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‑20‑ 

 

自
然

と
の

関
わ

り
・

生
命

尊
重

 

― 19 ― ― 20 ―



ひ ようび
がくしゅう
よてい

架け橋プログラムを参考にした
児童の学習活動 かけはしエッセンス

幼児期の終わり
までに育って
ほしい10の姿

●げんきにあいさつしよう 特別活動 1 /3

●あなたのおなまえは？ 音楽 1 /3

●おとなりさんよろしくね 生活 1 /3

（5）社会生活との
関わり

特別活動 1 /3

（3）協同性 体育 1 /3

生活 1 /3

生活 1 /3

●といれのつかいかたに
　なれよう

体育 1 /3

●てあらいするときどんなとき 体育 1 /3

●げんきにあいさつしよう （2）自立心 生活 1 /3

●おへんじできるかな？ （3）協同性 特別活動 1 /3

●じぶんのもちものわかる
　かな？

（4）道徳性・規範
意識の芽生え

道徳 1 /3

音楽 1

道徳 1

（1）健康な心と体 生活 1 /2

（2）自立心 特別活動 1 /2

スタートカリキュラム例②【４月第２週】

（10）豊かな感性
と表現

8

げ
つ
（
し
ぎ
ょ
う
し
き
）

楽しみながらできるといいですね。就
学前施設では数えたり、競ったりする
方法も取り入れています

就学前施設でも自分のことは自分でし
ています。写真や絵など掲示すれば、
見てやってみようとしますよ

●じょうずにつかえるかな？
・くつばこ、ろっかー

●ならんでみよう
・もどってこれるかな？

学校生活の楽しみにしていることを伝
え合いましょう。また、ごっこ遊びを
楽しみながらきまりを知らせたり、役
割を確認したりして、期待をもてるよ
うに進めましょう

●がっこうがたのしみだ
●きゅうしょくごっこをしよう

たいいく3

9 か

1 あさのようい
のかくにん

●きゅうしょくのようい
昼食の準備や片付けは経験しているの
で、実物や絵などを使って分かりやす
く知らせるといいですよ

（1）健康な心と体

（3）協同性

就学前施設での経験を子どもたちに聞
きながら進めると安心感や自信をもて
るのでは

歌を歌いながらあいさつや返事にふれ
る活動もいいかもしれません
持ち物に記名できているかは絵本を
使ってみるのもいいですね

●うたをうたったり、きょくに
　あわせてともだちとうごこう

椅子を円状に並べて、就学前施設で
歌っていた歌を歌うことから始めてみ
るのもいいかもしれません

時数

『あなたのおなまえは』『よろしく
ね』など、歌に合わせてみたり、席が
隣の児童と交流をはかったりするのも
いいですよ

4 せいかつ

2 おんがく

3 どうとく

1 あさのようい
のかくにん

2 せいかつ

（5）社会生活との
関わり

（3）協同性

就学前施設の先生との意見交流会でカリキュラムを共有し、一緒に考え

合ったことを記入する（してもらう）とより効果的です
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（1）健康な心と体 生活 1

（3）協同性

国語 1

図画工作 1

（1）健康な心と体 生活 1 /2

（2）自立心 特別活動 1 /2

（3）協同性 学校行事 1

（5）社会生活との
関わり

（9）言葉による伝
え合い

図画工作 1 /2

国語 1

（1）健康な心と体 生活 1 /2
（2）自立心 特別活動 1 /2

（2）自立心 特別活動 1

（1）健康な心と体 体育 1

（3）協同性

算数 1

（1）健康な心と体 生活 1 /2

（2）自立心 特別活動 1 /2

総時数

（8）数量や図形、
標識や文字などへ
の関心・感覚

（8）数量や図形、
標識や文字などへ
の関心・感覚

（10）豊かな感性
と表現

●こういのしかたをかくにん
　しよう

●せんせいといっしょにあそ
　ぼう

じゃんけん列車、各種鬼ごっこ、だる
まさんがころんだなど、就学前施設で
も慣れ親しんでいる遊びで体をたくさ
ん動かしましょう

●どんなかずをしってるかな

就学前施設等での体験を思い出せるよ
うな言葉がけを行い、今までの生活経
験が算数につながっているんだと共有
できたらいいですね

就学前施設でも着替えはしています。
どこまでできるのか、まずは子どもた
ちにさせてみてから指導してみてくだ
さい

（10）豊かな感性
と表現

肯定的な言葉がけを心掛け、子どもた
ちの自信の後押しをすることもいいか
もしれません

（3）協同性
「まねっこできるかな？」と投げかけ
てみるのも、いいかもしれません

●すきなものをかこう

すぐに「なにをかいているの？」とは
聞かずに、どんなものができるのかな
♪と楽しく表現できる雰囲気づくりを
心掛けてみてもいいかもしれません

●おにいさん、おねえさん
　よろしくね

「昨日より上手に準備できるかな？」
のように変化をつけた言葉がけも、子
どもたちの意欲向上につながりますね

●きゅうしょくのようい

●きゅうしょくのようい

就学前施設でも、油粘土や紙粘土、小
麦粉粘土などで遊んでいます。自由な
発想で作らせてみるのも楽しいですね

就学前施設等でも、子どもたちはたく
さんの遊具で遊んだ経験があります。
「この遊具で遊んだことある人～！」
と投げかけ、経験のない児童のお手本
をしてもらうのもよいかもしれません

就学前施設でも、たくさん読み聞かせ
を聞いてきています。絵本の読み聞か
せをぜひしてみてください

3 ずがこうさく

2 こくご

●うんどうじょうであそんで
　みよう

18 1/2

●きょうかしょをひらいてみよ
　う
●きこえるよ

●としょかんのつかいかた
・えほんをよもう

●ねんどあそび

1 2

1 たいそうふく
のきがえかた

1 0
す
い

1

き
ん

4 せいかつ ●きゅうしょくのようい
成長が見えたところはその場で褒めた
り、みんなで共有したりすることもで
きたらいいですね

2 たいいく

3 さんすう

せいかつ

4 せいかつ

1 1
も
く

1 たいめんしき

2 ずがこうさく

3 こくご

4 せいかつ
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●がっこうがたのしみだ
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のかくにん
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使ってみるのもいいですね
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スタートカリキュラム例③【４月第３週】 
 

 

 

 

 

ひ ようび  べんきょうすること 
架け橋プログラムを参考にした 

児童の学習活動 
幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿 

1 5  げつ 

１ 
こくご 

・絵の中の生き物をさがそう【国】 

・生き物ごっこで楽しもう 

・声に出して伝え合おう【国】 

 

２ 

どうとく 
・教材文を聞こう【道】 

・登場人物を把握しよう【道】 

・あいさつごっこをしよう 

 

 

３ 
ずこう 

・○○をつくってみよう【図】 

・お友達に紹介しよう【図】 

 

 

４ 
きゅうしょくのようい ・配膳の仕方を知ろう【生】 

・みんなで協力しよう 

・当番の役割を知ろう【生】 

 

16   か 

１ 
 

さんすう 

・何個あるかな【算】 

・数を使ってチームで遊ぼう 

・数えてみよう【算】 

 

２ 
こくご ・文字を書こう【国】 

・体をつかって文字遊び 

 

 

ひ ようび  べんきょうすること もってくるもの かえるじかん 

15 げつ 

１ こくご ●げつようせっと 

●「下校についてお知らせ 

ください」 

●まいにちもってくるもの 

●きょうかしょ 

 (こくご・どうとく・ずこう) 

ごご 

１じ 45 ふんごろ 

 

 

 

 

 

 

２ どうとく 

３ ずこう 

４ 
きゅうしょくのようい 

1 6  か 

１ さんすう ●まいにちもってくるもの 

●きょうかしょ 

 （こくご・さんすう） 

 

２ こくご 

３ たいいく 

４ きゅうしょくのようい 

保護者への配付物をスタートカリキュラムに

活用することができますよ 

あいさつや自己
紹介の歌がある
かも・・聞いてみ
よう 

生き物の表現遊
びや歌を歌う経
験をしていたな 

今まで使っていた道
具と同じか、子ども
たちに聞いてみよう 

就学前施設でも昼食の準備や片
付けはしているから、掲示物を見
て自分でしようとするかな 

言葉による伝え合い 

数量や図形、標識や
文字への関心・感覚 

言葉による伝え合い 

道徳性・規範意識の
芽生え 

豊かな感性と表現 

自立心 

協同性 

数量や図形、標識や
文字への関心・感覚 

数量や図形、標識や
文字への関心・感覚 

健康な心と体 

協同性 

就学前施設との連携
から得た気付き 

昨年の交流活動で○
人組をつくって遊ん
だな。遊びの中で数
に触れているな 

見たことがある、
知っている文字が
あるか子どもたち
に聞いてみよう 
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幼小接続で何を繋げるのか 
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 架け橋期の取り組みや幼小接続など、さまざまに表現がなされるこの「幼児教育と小学校教育の連

携・接続」の取り組みですが、これは一体何を繋げていく取り組みなのでしょうか。 

ここには様々な取り組みの視点があると言えます。もちろんその中心には「児童」が存在しており、

その児童のよりスムーズな継続が大きな柱です。しかしその児童のみが努力し頑張れば、スムーズな接

続ができるわけではありません。保育・幼児教育に関わる施設や職員の関わりや意識、そしてその後の

生活の基盤となる小学校やそこにいる教職員の取り組みや意識の変化、またその両者に直接関わるよう

になる保護者の考えや理解なども重要です。そしてそれらを総合的に捉え実践の柱を作る行政や地域社

会のあり方も、当然ながらこのつながりの基礎的な存在です。 

そのような児童を取り巻く土台として、社会や周りの環境のつながりがまず求められていきます。そ

の上で幼児教育と小学校教育をつなぐ具体的なものは、大きく二つ存在します。それが「3 つの資質能

力」と「探求・好奇心」です。子どもたちの「不思議・面白い」という、物事への純粋な好奇心やそれ

らを知りたいという知的欲求につながる探究心が存在します。そしてその思いを保育者や教師が見取

り、さまざまな意図をもち場面を構築しながら環境を整えていきます。その整えの大きな方向性が「３

つの資質能力」なのです。また幼児教育と小学校教育は、それぞれの特徴の違いがあります。それぞれ

の相違点はそれぞれの教育の独自性であり、それらが緩やかに変化していきつながっていくのです。そ

れらをまとめたものが図の１です。 
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スタートカリキュラム例③【４月第３週】 
 

 

 

 

 

ひ ようび  べんきょうすること 
架け橋プログラムを参考にした 

児童の学習活動 
幼児期の終わりまで
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３ 
ずこう 
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・お友達に紹介しよう【図】 

 

 

４ 
きゅうしょくのようい ・配膳の仕方を知ろう【生】 
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１ 
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●「下校についてお知らせ 

ください」 

●まいにちもってくるもの 
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 (こくご・どうとく・ずこう) 

ごご 

１じ 45 ふんごろ 
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かも・・聞いてみ
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びや歌を歌う経
験をしていたな 

今まで使っていた道
具と同じか、子ども
たちに聞いてみよう 

就学前施設でも昼食の準備や片
付けはしているから、掲示物を見
て自分でしようとするかな 

言葉による伝え合い 

数量や図形、標識や
文字への関心・感覚 

言葉による伝え合い 

道徳性・規範意識の
芽生え 

豊かな感性と表現 

自立心 

協同性 

数量や図形、標識や
文字への関心・感覚 

数量や図形、標識や
文字への関心・感覚 

健康な心と体 

協同性 
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「架け橋期のカリキュラム実践ハンドブック」 

～なだらかにつながる『連携・接続』をめざして～ 

関西国際大学 教育学部 教育福祉学科 

椋田 善之 

 

 本ハンドブックは、大阪市が長年にわたり取り組んできた「保幼こ小連携・接続推進事業」

の成果を、体系的にわかりやすくまとめたものです。特に、文部科学省が提唱する「幼保小

の架け橋プログラム」の理念を踏まえつつ、現場の実践に即したスタートカリキュラムの構

築と展開が丁寧に記述されており、全国の自治体や教育機関にとっても参考になる内容だ

といえます。 

 私自身もここ数年、「保幼こ小連携・接続研究事業」の実践に携わり、貴重な経験をして

きました。この事業を通しての一番の成果は、連携・接続の意味・重要性をそれぞれの先生

方が感じていることにあると思います。実際に、先生方から連携・接続の実践を通した効果

として示されることは、第一に子どもたちの小学校への適応が挙げられます。しかし、この

連携・接続が本当の意味で機能すると、子どもの「学び」に必ず結びつきます。ぜひ、この

点について、私たち一人ひとりが真剣に向き合っていきましょう。そのためにも、本ハンド

ブックをまずはご活用ください。特に、小学校では、「生活科」を活用し、幼児教育のよう

な「遊び」を通した「学び」を実践し、小学校における教科学習にうまくつなげていくこと

が重要になると思います。また、小学校の学習環境についても、幼児教育における環境構成

からヒントを得ることで、子どもたちの「学び」をさらに促進していくことができます。「遊

び」や「環境」を通して、学ぶことの楽しさの土台を築き、子どもたちの興味・関心を育み

ながら、探究的な学びへとつなげていきましょう。 

そして、特に「接続」を進める上で大事になることは、幼児教育と小学校教育の専門性を

持った先生方が集まり、対話で子どもの姿を語り合うことにあります。対話を通じて、「援

助や指導のあり方」「教材の工夫」「子ども一人ひとりの学びのプロセス」などを改めて見つ

め直す機会が生まれます。実際に、これまで他市の実践にも多く携わってきましたが、互い

の視点が混ざり合うことで新たな気付きと実践が生まれる場面を多く見てきました。 

このような縦の交流も重要ですが、横の交流も重要になります。隣の園がどのような保育

をされているか、ご存知でしょうか？地域の特性を生かした幼児教育を行う際、それぞれの

園が全く違った方向で子どもを育てるのではなく、地域でどのような子どもを育て小学校

につなげていくか、まずはそこから話し合うことが大事だと感じます。特に、「遊び」の重

要性を大人が理解し、小学校を含めた地域に発信していくことで、子どもの「遊び」を通し

た「学び」を捉える目が増え、地域で子どもの育ちをこれまで以上に保障していくことがで

きます。 

人手不足の中、大変なことも多くあると思いますが、10 年後、20 年後の社会で活躍する

子どもたちのためにも、保幼こ小のつながりを築くことの意義を改めて認識し、接続の実現

に向けて力を合わせて取り組んでいきましょう。 
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椋田 善之 

 

 本ハンドブックは、大阪市が長年にわたり取り組んできた「保幼こ小連携・接続推進事業」

の成果を、体系的にわかりやすくまとめたものです。特に、文部科学省が提唱する「幼保小

の架け橋プログラム」の理念を踏まえつつ、現場の実践に即したスタートカリキュラムの構

築と展開が丁寧に記述されており、全国の自治体や教育機関にとっても参考になる内容だ

といえます。 

 私自身もここ数年、「保幼こ小連携・接続研究事業」の実践に携わり、貴重な経験をして

きました。この事業を通しての一番の成果は、連携・接続の意味・重要性をそれぞれの先生

方が感じていることにあると思います。実際に、先生方から連携・接続の実践を通した効果

として示されることは、第一に子どもたちの小学校への適応が挙げられます。しかし、この

連携・接続が本当の意味で機能すると、子どもの「学び」に必ず結びつきます。ぜひ、この

点について、私たち一人ひとりが真剣に向き合っていきましょう。そのためにも、本ハンド

ブックをまずはご活用ください。特に、小学校では、「生活科」を活用し、幼児教育のよう

な「遊び」を通した「学び」を実践し、小学校における教科学習にうまくつなげていくこと

が重要になると思います。また、小学校の学習環境についても、幼児教育における環境構成

からヒントを得ることで、子どもたちの「学び」をさらに促進していくことができます。「遊

び」や「環境」を通して、学ぶことの楽しさの土台を築き、子どもたちの興味・関心を育み

ながら、探究的な学びへとつなげていきましょう。 

そして、特に「接続」を進める上で大事になることは、幼児教育と小学校教育の専門性を

持った先生方が集まり、対話で子どもの姿を語り合うことにあります。対話を通じて、「援

助や指導のあり方」「教材の工夫」「子ども一人ひとりの学びのプロセス」などを改めて見つ

め直す機会が生まれます。実際に、これまで他市の実践にも多く携わってきましたが、互い

の視点が混ざり合うことで新たな気付きと実践が生まれる場面を多く見てきました。 

このような縦の交流も重要ですが、横の交流も重要になります。隣の園がどのような保育

をされているか、ご存知でしょうか？地域の特性を生かした幼児教育を行う際、それぞれの

園が全く違った方向で子どもを育てるのではなく、地域でどのような子どもを育て小学校

につなげていくか、まずはそこから話し合うことが大事だと感じます。特に、「遊び」の重

要性を大人が理解し、小学校を含めた地域に発信していくことで、子どもの「遊び」を通し

た「学び」を捉える目が増え、地域で子どもの育ちをこれまで以上に保障していくことがで

きます。 

人手不足の中、大変なことも多くあると思いますが、10 年後、20 年後の社会で活躍する

子どもたちのためにも、保幼こ小のつながりを築くことの意義を改めて認識し、接続の実現

に向けて力を合わせて取り組んでいきましょう。 
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スタートカリキュラム例④ 

１限 45 分を 15分ずつに区切っています。 

○を 15 分として、１限につき３つの○を 

塗って計画しています。 

４月 第 週（ / ～ / ） 

期待する児童の姿：  

 

時限 １日の流れ   日(月)   日(火)   日(水)   日(木)   日(金) 

行事  
  

   

朝時間 ♡ 安心感を 

つくる時間 

自由遊び 

手遊び 

歌遊び 

お話 

踊り 

ゲーム 

(    ) 

自由遊び 

手遊び 

歌遊び 

お話 

踊り 

ゲーム 

(    ) 

自由遊び 

手遊び 

歌遊び 

お話 

踊り 

ゲーム 

(    ) 

自由遊び 

手遊び 

歌遊び 

お話 

踊り 

ゲーム 

(    ) 

自由遊び 

手遊び 

歌遊び 

お話 

踊り 

ゲーム 

(    ) 

１限 

２限 

◎生活科を 

中心とする 

学習活動 

生活○○○ 

国語○○○ 

算数○○○ 

音楽○○○ 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活○○○ 

生活○○○ 

国語○○○ 

算数○○○ 

音楽○○○ 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活○○○ 

生活○○○ 

国語○○○ 

算数○○○ 

音楽○○○ 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活○○○ 

生活○○○ 

国語○○○ 

算数○○○ 

音楽○○○ 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活○○○ 

生活○○○ 

国語○○○ 

算数○○○ 

音楽○○○ 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活○○○ 

３限 

◎生活科を 

中心とする 

学習活動 

生活○○○ 

国語○○○ 

算数○○○ 

音楽○○○ 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活○○○ 

生活○○○ 

国語○○○ 

算数○○○ 

音楽○○○ 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活○○○ 

生活○○○ 

国語○○○ 

算数○○○ 

音楽○○○ 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活○○○ 

生活○○○ 

国語○○○ 

算数○○○ 

音楽○○○ 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活○○○ 

生活○○○ 

国語○○○ 

算数○○○ 

音楽○○○ 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活○○○ 

４限 

◆教科等を 
中心とする 
学習活動 
（合科的） 

国語○○○ 

算数○○○ 

生活○○○ 

音楽○○○ 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活○○○ 

国語○○○ 

算数○○○ 

生活○○○ 

音楽○○○ 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活○○○ 

国語○○○ 

算数○○○ 

生活○○○ 

音楽○○○ 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活○○○ 

国語○○○ 

算数○○○ 

生活○○○ 

音楽○○○ 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活○○○ 

国語○○○ 

算数○○○ 

生活○○○ 

音楽○○○ 

図工○○○ 

体育○○○ 

道徳○○○ 

学活○○○ 

 なかよし 
タイム 

 わくわく 
タイム 

 ぐんぐん 
タイム 

 わくわく 
タイム 

 なかよし 
タイム 

 わくわく 
タイム 
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【引用文献】 

「就学前教育カリキュラム」（大阪市） 

「保幼こ小連携・接続推進事業（第１期から第３期）取組まとめ」（大阪市） 

 
 
【参考文献】  

 「幼稚園教育要領」（文部科学省） 

 「保育所保育指針」（厚生労働省） 

 「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」（内閣府 文部科学省 厚生労働省） 

「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」（文部科学省） 

 「幼児教育と小学校教育がつながるってどういうこと？」（文部科学省） 

 「スタートカリキュラム実践ガイド」（横浜市こども青少年局・横浜市教育委員会事務局） 

 「接続期における教育・保育実践の手引き」（八尾市・八尾市教育委員会） 

  

 
架け橋期のカリキュラム実践ハンドブック 

～なだらかにつながる『連携・接続』をめざして～    

 

令和８年３月 発行 

   

編集・発行者 大阪市こども青少年局 保育・幼児教育センター 

 
 

「架け橋期のカリキュラム実践ハンドブック～なだらかにつながる『連携・接続』を

めざして～」は、大阪市保育・幼児教育センターホームページに掲載しています。 
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大阪市こども青少年局 大阪市保育 ・幼児教育センターでは、平成 30 年度

から「保幼こ小連携・接続推進事業（大阪市）」に取り組み、令和７年度で 

８年目となりました。この事業では、小学校を核とした「連携・接続」の 

進め方、あり方の研究に取り組んできました。第１期から第４期の 12 研究 

ブロックでは、それぞれの状況に合わせた 「連携 ・接続」の実践研究の成果を

発信しました。 

文部科学省においては、「幼保小の架け橋プログラム」の取組を推進してお

り、このような国の動向も鑑み、 「保幼こ小連携 ・接続推進事業 （大阪市）」の

成果を盛り込んだ架け橋期のカリキュラム実践ハンドブックを作成しました。

就学前教育 ・保育施設 （以下、「就学前施設」と言う）から小学校へとつなが

る 【架け橋期】と言われるこの時期には、子どもたちが新しい環境で社会的な

関係を築き始めます。就学前施設と小学校においては、この架け橋期の円滑な

連携 ・接続をより一層高めることが求められています。乳幼児期及び学童期の

子どもそれぞれの発達の段階を踏まえ、一人一人の多様性や０歳から 18 歳の

学びの連続性を大切にし、教育 ・保育内容や援助、支援、指導方法を工夫する

ことが重要です。就学前施設同士も、就学前施設と小学校も、互いの教育・ 

保育を知り、円滑な連携 ・接続ができれば、これまでも各校園所で進めている、

一人一人の子どもを大切にした教育・保育が充実していくと考えます。 

 子どもを取り巻く全ての大人が連携し、日々の子どもの育ちを喜び合う 

ことで、子どもたち、保護者、就学前施設や小学校の教職員の 

ウェルビーイングが実現できるのではないかと 

期待しています。 

 

はじめに 
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大阪市こども青少年局 大阪市保育 ・幼児教育センターでは、平成 30 年度

から「保幼こ小連携・接続推進事業（大阪市）」に取り組み、令和７年度で 

８年目となりました。この事業では、小学校を核とした「連携・接続」の 

進め方、あり方の研究に取り組んできました。第１期から第４期の 12 研究 

ブロックでは、それぞれの状況に合わせた 「連携 ・接続」の実践研究の成果を

発信しました。 

文部科学省においては、「幼保小の架け橋プログラム」の取組を推進してお

り、このような国の動向も鑑み、 「保幼こ小連携 ・接続推進事業 （大阪市）」の

成果を盛り込んだ架け橋期のカリキュラム実践ハンドブックを作成しました。

就学前教育 ・保育施設 （以下、「就学前施設」と言う）から小学校へとつなが

る 【架け橋期】と言われるこの時期には、子どもたちが新しい環境で社会的な

関係を築き始めます。就学前施設と小学校においては、この架け橋期の円滑な

連携 ・接続をより一層高めることが求められています。乳幼児期及び学童期の

子どもそれぞれの発達の段階を踏まえ、一人一人の多様性や０歳から 18 歳の

学びの連続性を大切にし、教育 ・保育内容や援助、支援、指導方法を工夫する

ことが重要です。就学前施設同士も、就学前施設と小学校も、互いの教育・ 

保育を知り、円滑な連携 ・接続ができれば、これまでも各校園所で進めている、

一人一人の子どもを大切にした教育・保育が充実していくと考えます。 

 子どもを取り巻く全ての大人が連携し、日々の子どもの育ちを喜び合う 

ことで、子どもたち、保護者、就学前施設や小学校の教職員の 

ウェルビーイングが実現できるのではないかと 

期待しています。 
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